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一
機械翻訳と言語翻訳

   飯田  仁

アジア太平洋機械翻訳協会

 来年2017年9月 に第16回MTサ ミットが名古屋で

開催される。機械翻訳研究開始50周 年のMTサ ミッ

ト記念大会がサンデ ィエゴで開催されたのが1997年

であり、名古屋の会議が70周 年大会となる。MT研

究・開発について語られる新たなページが加えられる。

さらに、4年 後に迫る東京五輪で音声翻訳システムな

どの活躍が強く期待 されていて、国からの後押しの下、

MTの 歴史に一層の輝きを放つことになると思われる。

21世 紀に入って、機械翻訳の実用化 と社会への浸透 と

いう点で、2002年 の日韓共同開催のサ ッカー ワール ド

カップ、08年 の北京五輪、12年 のロン ドン五輪にお

ける多言語翻訳サー ビスの実証実験があった。北京に

おいては、タクシーでの行き先指定などの音声対話な

どがメディアにも取り上げられた。それからの十数年

後の進化に注目が集まっていると言える。

 MTの 歴史が暗号解読とい う特殊業務から派生し、

米国の露英翻訳の試みであったMT黎 明期(1954年

のIBM&Georgetown大)、 その後60年 代の同大を基

点として開発 された露英システムMARK Hや 英仏な

ど多言語システムに展開するSYSTRAN、 さらにベ ト

ナム戦争向けの英越システムLOGOSな どが開発され、

MT研 究が米国の対外戦略に深く関わってきた面が感

じ取れる。同時にそれらシステムの性能評価がコス ト

計算を含めて人手翻訳との対比で進められることにな

り、米ソ雪解け後の66年 のALPACレ ポー トに至る。

そ して、67年か らの米国MT予 算の縮小と科学技術研

究のAI(人 工知能)シ フ トが始まった。推論手法やプ

ロダクション ・システム、それか ら80年 代に入って

エキスパー トシステムなどに注目が集まり、56年 のダ

ー トマス会議で産声を上げたAIが 米国において軍事

利用を含め実用化 されていった。ただ、当時から自己

学習能力を持たないことが課題 とされていた。60年 代

のMTシ ステムも経験主義的なものであると指摘 され

ていた。特定のテキス トに適合する文法規則を随時用

意する枠組みから脱却するために、普遍的で最小の文

法規則(X・X->X)に より句構造解析する単一

化操作を使った手法が試み られたこともあったが、統

語的、かつ意味的な制約を語彙に書き込む作業(語 彙

記述)は 煩雑を極め、言語活動の多様 さを扱 うには無

理があった。 この作業は正に手動設計の典型である。

 ところが、皆さんご存知なように、今春`ア ルファ

碁'が 世界 トップ級囲碁棋士を圧倒 した。メディアは

一斉にAIが 人間の知的ゲーム能力を超えたと報道 し、

人間とAIの 勝負の歴史と題 した年表が掲載 されるほ

ど注目を集めた。2012年 にはグーグルキャットが登場

していて、AIが 猫の特徴を自己学習し、自ら猫を表現

して見せた。 これ らの技術的快挙はディープラーニン

グ(深 層学習)に よる成果である。ただ、前者の勝者

判定は全面的に納得できるものではない。例えば相撲

四十八手を身につけた大型ロボ ットが力自慢の力士に

勝つことは見るまでもなく明らかだろう。一方、囲碁

の勝負は知的鍛錬 と精神力、集中力を生身の人間同士

が競 うもので、膨大な対局をこなし、すべての経験を

肥や しにして疲労 しない脳をもつAIマ シンが棋士と

競 うのは対等ではないでしょう。アルファ碁は深層学

習により囲碁ゲームで勝つ ということを自動的に獲得

し、さらに強化学習により対局を重ねて、勝ち手順を

身につけている。囲碁における勝ちがどのように表現

されるか、膨大な写真の中から猫がどのように表現さ

れるのか、自動的に獲得する学習能力を実現 したのが

深層学習 と言える。つまり、深層学習の価値は、表現

すべき何者かがあることが前提であって、当たり前で

あるが学習する対象があることである。何百万人分の

顔画像を学習対象 として、数億枚の顔画像を99%以 上
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の精度で自動的にクラスタリングできることも示され

ている。そして、深層学習は言語理解や`自 動翻訳'

への適用が期待されている。

 機械翻訳に話を戻す と、1990年 に統計的機械翻訳が

登場 し、その発展の中で、自動的な評価手法が様々提

唱 され、BLEUが 中心的な位置を占めている。現状、

一言で述べれば、通信路モデルを基礎 として、統計的

機械翻訳の研究は言語モデル、翻訳モデル、アライメ

ン トの表現を如何に最適なものとするかとい う翻訳問

題を規定 し、基礎的な研究が進展し続けていると言え

る。そこでは、深層学習に関して前述したように、ま

ず原言語と目的言語の対のデータがあり、そのコーパ

スがあることが前提となる。90年 代前半のユーゴ紛争

の最中、英語一セルビア語の機械翻訳を一緒にやって

欲 しいと声を掛けられたことがあったが、一定の対訳

コーパスがあれば、現状の統計的機械翻訳のレベルで

あればすぐにでも学習し、機械翻訳を実現できたのか

と思 う。っまり、統計的機械翻訳が文法規則や用例に

縛 られることなく学習 していく能力を備えていて、一

語単位かフレーズ単位かによるアライメン トを前提 と

する対訳コーパスに依存するものの、システム開発の

立ち上がりが早いだろう。併せて、翻訳精度がコーパ

スの量に依存 し、十分な量を満たせば、言語モデルも

翻訳モデルも言語活動の実態を反映するものとなるの

だろう。

 しか し、人間の言語活動の多様さを捉えるためには、

所謂大規模な対訳コーパスと言語 コーパスとで十分と

言えるであろうか。今年2月 に集英社インターナショ

ナルから 「日本語を作った男」(山口謡司著)と い う大

著が出版 された。明治期終盤にやっと標準日本語をま

とめた言語学者の努力と世の中の言語活動についてた

っぷりと書き込まれている。当時は、書き言葉 と話 し

言葉の区別 もなく、日本中で様々な日本語が飛び交っ

ていたということである。そ して、戦後になって話 し

言葉の収集なども進められてきた。今年2月 末には第

7回 となる産業 日本語研究会のシンポジウムが開催 さ

れ、日本語マニュアル(試 作版)が 配布された。その

マニュアルは日本語 という言語装置の取 り扱い説明書

であり、その言語装置はビジネス活動や産業活動で使

われるものに限ると明記 してある。解釈に誤解が生 じ

にくく、曖昧性が少なく機械処理ができ、機械翻訳に

も適 した日本語の使い方がまとめられている。これは、

ビジネス活動で使用する日本語を明確に規定 しようと

い う試みである。話 し言葉コーパス構築の国レベルの

プロジェク トが立ち上がっているが、話 し言葉に常に

現れると言える終助詞について、音響的な情報と同列

にパラ言語情報として扱い、コーパス情報 として扱わ

ないような方針もあ り、言語モデル作成に十分な情報

を提供 し得るのかとい う意見もある。さらに、 日常の

書語活動は、従来の書き言葉と話 し言葉の範疇には納

まらない、所謂スマホ間の`Lineこ とば'が 大きな存

在になっている。そこでは、終助詞に代わる絵文字な

どが使われ、終助詞が担っている話し手の感情や気持

ちを一層強調 している。また、言語表現自体も新たな

用法によって作 り出されている。21世 紀に入って20

年にならんとするとき、言語コーパスも書き言葉と話

し言葉という大区分ではなく、産業日本語やその対極

にある`モ バイル間対話言語'、さらにスマホのアプ リ

に応 じた(あ るいは、アプリを想定した)QA用 言語

などを捉える公的な言語 コーパス構築が強く求められ

る。それにより、言語モデルや適切な対訳コーパスに

基づ く翻訳モデルをより十分なものとして、統計的機

械翻訳の本来の能力を発揮させることができると考え

る。MT70周 年以後の展開として、このような点を捉

えておきたいと思 う。

 そ して、言語コーパスの構築の下、言語使用が定ま

っている言語表現を適確に翻訳することを「機械翻訳」

として改めて位置づけ、その一方で、小説や詩にまで

に及ぶ言語表現を翻訳する内的行為を仮に称 して 『言

語翻訳』 と位置付けることが望ましいかと考える。そ

うすることにより、従来からの機械翻訳とい う問題の

規定に向け一歩前進すると考える。
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一
計 算 言 語 学 国 際 会 議(lnternational Conference on Computational Linguistics, Coling)

Oo1嚢鰺9燵6
   http://coling2016. anlp. jp/

       隅 田 英一郎

国立研 究開発法人情報通信研 究機構(NICT)

1.は じ め に

 人 間 の 言 葉 を コ ン ピ ュー ター が理 解 し、人 間 と コ ン

ピ ュー ター が コ ミュニ ケ ー シ ョンす る近 未 来 に期 待 が

高 ま って い ま す 。 基 盤 に な る技 術 は 自然 言 語 処 理 と呼

ばれ 、 現 在 、 熱 い 注 目が 集 ま っ て い る人 工 知 能 、 ロボ

ッ ト、 ビ ッ グデ ー タの 分 野 に不 可欠 な技 術 で す 。 そ の

可能 性 に 鑑 み 、多 くの 国 の 、産 、学 、官 で活 発 な研 究

開発 が進 め られ て お ります 。

 そ んな 中、 自然 言 語 処 理 の最 高峰 の国 際 会 議 の一 つ

で あ るCOLINGが2016年12月 に 大 阪1で 開催 され る こ

とに な りま した。 会 期 は 、 チ ュ ー トリアル とワー ク シ

ョ ップ が11～12日 、 本 会 議 が13～16日 とな っ て お り

ます 。

 1980年 に 東 京 で 開 催 され 、1994年 に京 都 で 開催 され 、

22年 ぶ りに 日本 へ 戻 って き ま した 。大 阪 で は 初 開催 と

な ります 。COLINGは1965年 に ニ ュー ヨー クで 始 ま り、

隔 年2で 開催 され 、半 世 紀 の 歴 史が あ り、今 回 の 大 阪 開

催 は26回 目に 当た ります 。

 世 界 の トップ研 究 者700人 前 後 がCOLINGに 集 い 、1

週 間 ほ どの 開 催 期 間 で 、 最 先 端 の 研 究 発 表 と 白熱 した

議 論 が 行 わ れ ま す 。

 また 、人 工知 能 の ビジ ネ ス 化 が 広 く関 心 を集 め る 中 、

'http://coling2016 . anlp. jp/が 本 会 議 の サ イ トに な

ります 。 大 阪 に か か わ る情 報 も掲 載 してお ります 。 大

阪 の魅 力 を再 確 認 い た だ き、 是 非 参 加 を ご検 討 くだ さ

い。
2第6回 は 例 外 で3年 目に 開 催

。

日本 の 「商 業 」 と 「も の づ く り」 の 中 心地 で あ る大 阪

で 開催 す る意 義 は 高 い とい え ます 。

2.経 緯

 自然言語処理の難関国際会議は長い間日本で開催さ

れていませんでしたが、日本のプレゼンスを高めるこ

とを目的として、日本の言語処理学会3ではワーキング

グループを設置 し、これ らの国際会議の誘致活動を2

年前から行ってきたところです。2014年 の8月 の開か

れたCOLINGの 開催地を決めるコンペで、ライバルを抑

えて、日本開催が決定されました。

3.組 織

 COLING2016は 、 計 算 言 語 学 国 際 委 員 会

a(lnternational Committee on Computational

Linguistics(ICCL)、 現 会 長 は 産 総 研 人 工 知 能 セ ン タ

ー(AIRC)セ ン タ ー 長 辻 井 潤 一 博 士)の 後 援 の 下 に 、言

語 処 理 学 会 が 主 催 し ま す 。

 Genera1 ChairはNicoletta Calzolari(CNR、 イ タ

リア)、Program Chairは 松 本 祐 治(奈 良 先 端 大)、Rashmi

Prasad(University ofWisconsin-Milwaukee、 米 国)、

Loca1 Chairは 隅 田 英 一 郎(NICT)、 徳 永 健 伸(東 工 大)、

黒 橋 貞 夫(京 大)で 進 め て い ま す 。

3http://www. anip. jp/index. html
' http://nlp. shef. ac. uk/iccl/
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4.会 議の構成

 全 て の セ ソ シ ョン は 大 阪府 立 国 際 会 議 場(グ ラ ン キ

ュー ブ 大 阪)で 行 わ れ ます 。大 阪 の 中 心(〒530-0005大

阪 府 大 阪 市 北 区 中 之 島5丁 目3-51)に あ り、ア ク セ ス

の 良 い 会 議 場 で す。

 テ ー マ は 、 言語 の 文法 ・意 味 の よ うな基 礎 か ら、 自

動 翻 訳 や ロボ ッ トとの対 話 な どの応 用 シ ス テ ム ま で 幅

広 い構 成 で す。 ま た 、近 年 の その 有 用 性 が 多方 面 で確

認 され つ つ あ るDeep Learningな どの新 技 術 の研 究 も

大 幅 に 増 え る と予想 され ます 。

 論 文 は募 集 中 で 、詳 細 の確 定 は これ か らに な ります

が 、 これ ま で の 実績 を踏 ま え る と 、少 な くて も 、200

本 前後 の論 文 、4件 前 後 の招 待 講 演 、 多数 のチ ュー ト

リアル 、 ワー ク シ ョップ 、 デ モ 展 示 が 想 定 され ます 。

 ま た 、古 都 奈 良の 興 福 寺 と東 大 寺 を巡 る英 語 ガイ ド

付 き のバ ス ツ アー を用 意 し、 普 段 、 国 宝 に触 れ る機 会

の少 な い 日本 の 参加 者 も世 界 の 参 加 者 と一 緒 に 、 日本

の歴 史 に触 れ て い た だ きた い と考 えて い ます。 また 、

和 食 を 中心 と した バ ンケ ッ トも用 意 して い ま す の で 、

交 流 の 機 会 と して ご活用 い た だ け ま す 。

 基 礎 か ら応 用 にわ た って 多 様 な トピ ック に つ い て 、7

件 のチ ュー トリアル と19件 の ワー ク シ ョ ップ を 準備

してい ます 。 翻 訳 や ア ジア 言 語 に かか わ る もの もい く

つ も あ ります 。

6.1.

0

OO

0

④

⑤

⑥

0

6.2.

チ ュー トリアル

Compositional Distributional Models of

Meaning

Translationese: Between Human and Machine

Translation

Natural Language Processing for Intelligent

Access to Scientific Information

Translation Quality Estimation

The Role of Wikipedia in Text Analysis and

Retrieval

Chinese Textual Sentiment Analysis:Datasets,

Resources and Tools

Succinct Data Structures for NLP‐at‐Scale

ワー ク シ ョ ップ

5.ア ジアや若手への配慮

 自然言語処理は英語を中心に始まり、日本語、中国

語などで盛んになってきました。近年アジアの言語に

対する研究が盛 り上がっていますが、アジア諸国の研

究機関は予算的に恵まれないことが多いという状況で

ありますから、移動が容易な日本で国際会議を開催す

ることは、アジア諸国の研究者の集結を容易にする効

果 もあります。

 また、次代を担 う若手研究者の参加を促進するため

に、学生参加者の参加費用を優遇する施策、学生参加

者の渡航費の一部を支援する施策を検討 しています。

6.チ ュー トリアル とワー クシ ョップ

0

0

0

④

OO

⑥

⑦

⑧

The 2nd Workshop on Noisy User‐generated Text

(W-NUT 2016)

Third Workshop on NLP for Similar Languages,

Varieties and Dialects (VarDial 3)

The  3rd  Workshop  on

Processing   Techniques

Applications (NLP‐TEA-3)

The  3rd  Workshop  on

(WAT2016)

Natural  Language

for   Educational

Asian  Translation

Language Technology Resources and Tools for

Digital Humanities (LT for DH)

Extra‐Propositional Aspects of Meaning in

Computational Linguistics (ExProM)

Cognitive Aspects of the Lexicon (CogALex‐V)

6th Workshop on South and Southeast Asian
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OO

0

⑪

⑫

0

⑭

⑮

⑯

⑰

⑬

0

Natural Language Processing (WSSANLP)

5th International Workshop on Computational

Terminology (CompuTerm 2016)

Computational  Linguistics for Linguistic

Complexity (CL4LC)

Workshop  for  Clinical  Natural  Language

Processing

Third International Workshop on Worldwide

Language Service Infrastructure (WLSI-3) and

Second Workshop on Open Infrastructures and

Analysis  Frameworks  for  Human  Language

Technologies (OIAF4HLT-2)

Open Knowledge Base and Question Answering

Workshop (OKBQA 2016)

The 12th Workshop on Asian Language Resources

Grammar and lexicon interactions and

interfaces

Fifth Workshop on Building and Evaluating

Resources for Biomedical Text Mining (BioTxtM

2016)

Fifth  Workshop  on  Hybrid  Approaches  to

Translation (HyTra-5)

Workshop on Speech‐centric Natural Language

Processing

Workshop  on  Computational  Modeling  of

People' sOpinions, Personality, And Emotions

in Social Media

● (展示&ス ポ ンサ ー 締 切)2016年11月 初 旬

8.参 加 申込や照会

 参加 申 し込み はCOLING 2016の サ イ ト5で行 い ま す。

ま た 、 不 明 の点 は 、 メー ル6で ご照 会 くだ さい 。

9.終 わ りに

 ビ ッグデ ー タ の利 活 用 や 人 工 知 能 の研 究 ・開 発 ・事

業化 に お い て 、 自然 言語 処 理 へ の 期待 が近 年 、 急 速 に

高 ま っ てお り、 ま た 、2020年 の 東 京 で の オ リ ン ピ ッ

ク ・パ ラ リ ン ピ ソ クの 開 催 に 向 け て 多 言語 翻 訳 シ ステ

ム の性 能 向 上 も求 め られ て い ま す。

 この よ うな状 況 の 中で 、2016年 に 自然 言 語 処 理 の 国

際 会議C。1ingを 日本 で 開 催 す る こ とは 、2020年 を ゴ

ー ル の 一 つ に して 磨 い て い る 日本 の技 術 を世 界 に向 け

て ア ピール す る絶 好 の ス テ ー ジ を提供 して い る と言 え

ま す。

 特 に 、AAMTの 推 進 して い る多 言 語 自動 翻 訳 は 、言 葉

の 壁 を無 く して コ ミュニ ケ ー シ ョンを 実 現す る もの で

あ りま す か ら、Colingと して は 、 AAMT会 員 に 、積 極 的

な 参 加(論 文投 稿 、 聴 講 、 デ モ 、展 示&ス ポ ンサ ー7)

を期 待 して い ます 。

7.重 要 な 日程

 締切などの今後の主要な日程(予 定)は 以下の通 り

です。

・

・

・

・

(会議 登 録 開 始)2016年7月1日

(論文 投 稿締 切)2016年7月15日

(デモ 論 文 投 稿 締 切)2016年8月26日

(ワー ク シ ョ ップ の 論 文 投 稿 締 切)各 ワー ク シ ョ

ップ のWEBサ イ トで ご確 認 くだ さい。

Shttp://coling2016 . anlp. jp/

6inquiry@coling2016 . anlp. jp

7会 議 の サ イ トや コ ン フ ァ レ ン ス バ ッ グ へ の ロ ゴ の 掲

載 等 の 宣 伝 の 機 会 に 加 え 、 レ セ プ シ ョ ン で の1分 トー

ク や 展 示 ス ペ ー ス な ど 、 会 議 参 加 者 と ス ポ ン サ ー と の

交 流 機 会 を 多 数 用 意 して い ま す 。 詳 細 は 、COLING 2016

の サ イ ト(http://coling2016. anlp. jp/)内 の

Invitation to Sponsorshipを ご 覧 く だ さ い 。

5



一
「MT Summit XVI」 の お 知 らせ

アジア太平洋機械翻訳協会(AAMT)

    会長 中岩 浩巳

1.MT Summitと は 2.開 催概要

 MT Summitは 、機 械 翻 訳 に 関す る様 々 な最 新 の成

果 の発 表 や 、招 待 講 演 な どが 行 わ れ る国 際 会 議 で す 。

この会 議 の特 徴 は 、 機 械 翻 訳 の 研 究 開 発 者 に加 え、 翻

訳 者 、翻 訳 会 社 、 ク ライ ア ン ト、 翻 訳 支 援 ツー ル メー

カー 等 の 機 械 翻 訳 に関 連 す る関係 者 が 一 堂 に会 し、 最

新 の 機 械 翻 訳 技 術 に 関 す る発 表 だ け で は な く、 機 械 翻

訳 技 術 を翻 訳 業 務 で 実 際 に 活 用 す る方 法 等 に 関 す る発

表 も行 わ れ る点 で す。 そ の 意 味 で は 、 本 会 議 に 参加 す

る と、 機 械 翻 訳 に 関 す る あ らゆ る観 点 か らの 動 向 を 把

握 す る こ とが で き る とい え ま す。

 本 会 議 は 、 ア ジ ア太 平 洋機 械 翻 訳 協 会(AAMT)の

上位 組 織 で あ る国 際機 械 翻訳 協 会(IAMT)が 主催 で 、

欧 州 機 械 翻 訳 協 会(EAMT)、 ア メ リカ機 械 翻 訳 協 会

(AMTA)、 及 び 、 AAMTが 交 代 で 、 欧 州 、 北 米 、 ア

ジ ア ・太 平 洋 と開催 場 所 を変 え て 、 隔 年 で 開催 して い

ま す。今 までAAMTが 運 営 した 会 議 は 、日本 ・箱根(第

1回;1987)、 日本 ・神 戸(第4回;1993)、 シ ン ガ ポ

ー ル(第7回;1999)
、 タイ ・プ ー ケ ッ ト(第10回;

2005)、 中国 ・アモ イ(第13回;2011)で した が 、2017

年 に行 われ る第16回 のMT Summitは 、24年 ぶ りに

日本 で 開催 す る こ と とな りま した。日本 は2020年 の オ

リン ピ ッ ク ・パ ラ リン ピ ッ ク開 催 に 向 けた 外 国 人 向 け

の 情 報 提 供 サ ー ビス と して の機 械 翻 訳 へ の 期 待 の 高 ま

り、 イ ンバ ウ ン ド需 要 の増 大 に伴 う機 械 翻 訳 需 要 の 増

大 な ど、今 まで 以 上 に機 械 翻 訳 が 注 目され て い る の で 、

2017年 に 日本 で行 われ る 、MT Summitは 盛 り上 が る

こ とが 期待 され ます 。 皆 様 の 、論 文投 稿 、 及 び 、 ご参

加 を お 待 ち い た して お りま す(詳 細 は 決 ま り次 第

AAMTホ ー ムペ ー ジ、 メー ル 等 で ご案 内 します)。

【開催 日】

2017年9月18日 (月)～9月22日 (金)

【開催場所1

名古屋大学東山キャンパス(名古屋市千種区不老町1)

名古屋市営地下鉄 「名古屋大学」下車

雛 蒸 灘 欝 一講

ユゑ1欝 _.
    塗

羅 三 嶋 野 ～

名古屋大学東山キャンパス

【会議概要】

・論文発表

機械翻訳に関連する投稿 された論文の中から査読を

経て、選ばれた論文が当日発表(口 頭発表 もしくは

ポスター発表)さ れる。

 研究 トラック:機 械翻訳の最先端の研究開発につい

  ての論文発表が行われ る。

 ユーザー トラック:機 械翻訳を実際に翻訳プロセス

  に導入する方法や、うまく活用する方法な ど、ユ

  ーザーの視点に立った成果の発表が行われる。

・招待講演

機械翻訳の研究開発者、機械翻訳の利用に関する専

門家などをお呼び し、講演をいただく。

・チュー トリアル
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機 械 翻 訳 に 関 す る様 々な 技 術 、利 用 法 等 に つ い て 、

チ ュー トリアル を実 施 す る。

・併 設 ワー ク シ ョ ップ

機 械 翻 訳 に 関 連 す る トピ ック につ い て 、 ワー ク シ ョ

ップ を 開催 す る。 開 催 ワー ク シ ョ ップ の選 定 は 、公

募 形 式 で 行 う。

・日本 翻 訳 連 盟(JTF)様 との 共 同 セ ッ シ ョン

日本 最 大 の 翻 訳 業 界 団 体 で あ るJTF様 と共 同 で 機 械

翻 訳 の利 用 法 な どを 対 象 と したセ ッシ ョン を実 施 す

る予 定 。

【主 催 ・運 営 】

主 催:国 際 機 械 翻 訳 協 会(IAMT)

運 営:ア ジ ア太 平 洋 機 械 翻 訳 協 会(AAMT)

【お 問 い合 わせ 】

ア ジ ア太 平洋 機 械 翻 訳 協 会 事 務 局

http:〃www.aamt.info E-mail:aamt・infb@aamt.info
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一
LocWorld 30 Tokyo

   目次 由美子

機械翻訳課題調査委員会

  「ヤ ァ!LocWorldが つ い に 日本 へ や って 来 る!!」と

心 を躍 らせ た 業 界 関係 者 も多 か っ た の で は な い だ ろ う

か。「ロ ッ ク ワー ル ド」とは 言 っ て も音 楽 の祭 典 で は な

く、れ っ き と した 翻 訳 に 関 す る展 示 会 で あ る。4月13

日(水)～15日(金)ま で 、新 宿 の京 王 プ ラザ ホテ ル

に て 「LocWorld 30 Tokyo」 と称 す る イベ ン トが 開催

され た。

 LocWorld O 1は2003年 に米 国 シ ア トル で開 催 され

た。LocWorldの 公 式 サ イ ト(http:〃locworld.com)の

略 歴 に は 、The Localization InstituteのUlrich Henes

氏 とMultilingual誌 のDonna Parrish氏 が 共 同 主 催

者 と して 、 ロー カ リゼ ー シ ョン業 界 の 発 展 の た め 、 友

好 に満 ちた 交 流 の 場 の 形 成 を 目的 と してLocWorldが

展 開 され て い る こ とが 紹 介 され て い る。1年 に1回 は

北 米 、1回 は 欧 州 で 開 催 され て きた この 国 際 的 な イ ベ

ン トは 、2007年 に上 海 で開 催 され 、 そ して2013年 に

シ ンガ ポ ー ル で 開催 され て 以 降 は ア ジ ア も開催 対象 地

域 に加 え られ 、 本2016年 に よ うや く東京 で 開 催 され

た。

 「Engaging Global Customers」 とい うテ ー マ が 掲

げ られ た3日 間 にわ た るイ ベ ン トの 初 日は 「プ レカ ン

フ ァ レン ス」 で 始 ま っ た。 「ラ ウン ド テ ー ブル 」 が 用

意 され 、rGame Localization」 やrLocalization Sales

and Marketing」 な ど、特 定 の トピ ック にっ い て参 加

者 同士 に よ る協 議 が 展 開 され た 。さ らに 、「オ ー プ ニ ン

グ レセ プ シ ョン 」も開 催 され 、登 壇 者 や 展 示 ブ ー ス の

担 当者 を含 む 関係 者 が 集 った 。

 2日 目か らは セ ッ シ ョン と展 示 会 が 開 催 され た 。45

分 間 の 講 演 が3つ の トラ ックで 並 行 して ス ケ ジ ュー ル

さ れ た プ ロ グ ラ ム で は 、 各 セ ッ シ ョ ン に 対 し て

「Advanced Localization Management」 、 「Global

Business」 、 「Keynote」 、 「Localization fbr Asia」 、

「Technology」 と い うラ ベ ル が 示 さ れ て い た 。 セ ッ シ

ョ ン タ イ トル に は 、 開 催 地 を 意 識 し た 「Taioring

Your Product to Succeed in Japan」 、 ロ ー カ リゼ ー シ

ョ ン 事 業 の 先 端 を 伺 わ せ る 「Journey from Project

Manager to Program Manager」 、 国 際 性 が 感 じ ら れ

る 「Localizing for Customers and Beyond」 、 最 新 の

テ ク ノ ロ ジ ー を 彷 彿 と さ せ る 「XML in Translation」

な ど が 見 受 け られ た 。

 機 械 翻 訳 に 関 連 す る で あ ろ う セ ッ シ ョ ン タ イ トル

も 見 受 け ら れ た 。 用 語 集 に 関 す る 「Fuji Xerox-

Terminology Management Implementation」 、翻 訳 業

務 に お け る 機 械 翻 訳 と の 直 面 を 想 像 さ せ る 「The

Language Secret‐Partnering between Consumers,

PE Vendors and MT Vendors」 、 ま た 、 IBM社 に よ る

機 械 翻 訳 シ ス テ ム に 関 す る セ ッ シ ョ ン は 「Surfing the

Chaos of Linguistic Noise」 と題 され て い た 。
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参加者で溢れたセッション会場

淵=:
 噸   圃

 ジ ャ パ ン ・イ ン タ ー カ ル チ ュ ラル ・コ ン サ ル テ ィ ン

グ 社 のRochele Kopp氏 に よ る 同 時 通 訳 付 き の 基 調 講

演 「Bridging Cultural Differences with the Hybrid
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Approach」 で は 、ビ ジネ スに 影 響 し得 る 日本 の 文 化 的

な背 景 が 紹 介 され た。3日 目の 午 前 中 に 開 催 され た も

う1っ の 基 調 講 演 「The Growing Importance of

Emerging Markets」 で はLocWorld共 同 主 催 者 の

Henes氏 が モ デ レー タ を勤 め 、 Google社 、 Lionbridge

社 、NEC社 、 Welocahze社 か らの 豪 華 な パ ネ リス ト

を擁 して い た 。

 基 調 講 演 の 開 催 中は ほ か の トラ ソ クで セ ッ シ ョン を

開 催 しな い 、 セ ッ シ ョン とセ ッ シ ョ ンの 間 に は30分

間 の 休 憩 を置 く こ とで 展 示 ブ ー ス を 訪 問 す る時 間 帯 を

設 け るな ど、 運 営 側 の 配 慮 が 感 じられ た 。

  難 薫

   縁

磯

魂
壕;
 象

腕

ハ

9
・喩 瑠

議
・ 欄

       」

;;,.

  綱齢     L

蜜
   響鞭 騨機魏灘・  飾
壽薄                ・        tc.  胃f

和 気藷 々としたカンファレンス ディナー

、

       φ 周齢4曝゜

礁ジ裟
霧 脚翼

   輪 ・
  ・秘 が サ

轡鵜7
    ㍗・ ま

・ 
簿 ッ ノ

          '   _

いつもと様子が違う翻訳会社の展示ブース、準備は万端

 さ らに 、約1時 間 の ラ ンチ も設 け られ て いた 。そ う、

LocWorldの 参 加 料 に は 「昼 食 」 も含 まれ て い た(昼

食 を含 ま な い 「午 後 券 」も用 意 され て い た)。LocWorld

参 加 者 専 用 の 「食 堂 」 に は 大 きめ の 丸 テ ー ブ ル が 配 さ

れ 、 ラ ンチ タイ ムで も参 加 者 同 士 が 親 睦 を 深 め られ る

機 会 が 準 備 され て い た 。

 2日 目の夜 に はMoravia社 に よ り 「カ ン フ ァ レン ス

デ ィナ ー 」 が 提 供 され 、 展 示 会 場 の 外 の 空 気 も楽 しむ

こ とが で き た。

 自分 自身 も含 め 、 日本 か らは 「LocWorld初 心 者 」

が 多 く見受 け られ た。 海 外 か らの 参加 者 に は3回 、4

回 と各 地 のLocWorldを 経 験 済 み の 人 が 多 い よ うに思

わ れ た。 北 米 や 欧 州 を本 拠 地 とす る企 業 に とっ て は地

理 的 な 条件 が 日本 とは 大 き く異 な り、 開催 地 の 考慮 は

不 要 な の か も しれ な い。 ま た 、翻 訳 に 関す る サー ビス

や テ ク ノ ロ ジー の 情 報 交 換 の場 と して 、LocWorldは

参加 しな くて は な らな い イ ベ ン トと して認 知 され つ っ

あ る傾 向 も伺 え た。

  齢繍幽醜 」        ==、
       繍繍

   》  冗,:  ㌦, 魏

1鯵1徽攣
鞘  一轡懸 撫 瀦

コーヒーや軽食も用意された展示エリア

LocWorldへ の参 加 経 験 は 豊 富 だ が 、 来 日は初 めて

とい う参 加 者 も少 な くな か っ た。 展 示 ブ ー ス に も 日本
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国 内 で は まだ 馴 染 み の 薄 い海 外 の 翻 訳 会 社 や 、 翻 訳 に

関す るテ ク ノ ロ ジー ベ ン ダ ー が名 前 を連 ね て い た。日

本 で の展 開 を検 討 す る翻 訳 関 連 企 業 に と って も、 東 京

で開 催 され たLocWorldは 良 い機 会 とな っ た は ず だ。

 今 回 の 東 京 開 催 は 小 さめ で あ る、 前 に 参加 した と き

は トラ ックが5つ あ っ た な ど とい う声 もLocWorld経

験 者 か ら聞 こ え た。 しか しな が ら、LocWorldと い う

イ ベ ン トを通 して 、 翻 訳 に 関 わ る人 た ち の 豊 か な 国 際

性 と、 そ れ に 伴 うス ケ ー ル の 大 き さが感 じ られ た。 さ

らに ス ケ ー ル ア ップ した イベ ン トと して 、 ま た 日本 で

開 催 され る 日を 楽 しみ に した い。
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            情 報 処 理 学 会

  第122回 情 報 基 礎 とア クセ ス技 術 研 究 会

第101回 ドキ ュ メ ン トコ ミュニ ケ ー シ ョン研 究 会

             合 同研 究 会

              目次 由美子

          機械翻訳課題調査委員会

 この 度 、 情 報 処 理 学 会 の研 究 会 で あ る情 報 基礎 とア

クセ ス技 術 研 究 会 と ドキ ュ メ ン トコ ミュ ニ ケー シ ョン

研 究 会 に よ り、『「多 言語 ドキ ュ メ ン トと情 報 技術 」お よ

び 一般 』とい うテ ーマ が掲 げ られ た 合 同研 究 会 が 開催 さ

れ た。当 日の プ ログ ラム は 大 き く3つ(1.検 索 ・推 薦 、

2.翻 訳 ・多言 語 、3.内 容 分 析)に 区分 され て い た。 こ

の 合 同研 究 会 の 「2.翻 訳 ・多 言語 」 にお い て 、 自 ら講

演 した 内容 と、他 の発 表者 に よ る講 演 内容 を こ こに報 告

す る。

 当該 の 発 表 で は ドキ ュ メ ン トコ ミュニ ケー シ ョン研

究 会 よ り、4っ の講 演 が あ っ た。 まず 、異 文 化 コ ミュ ニ

ケー タで あ る大野 邦 夫 氏 よ り 「グ ローバ ル 企 業 の 文書 管

理 と企業 文 化 に関す る検 討 」 と題 され た発 表 が あ った。

この 内容 は、2015年5月 末 に スペ イ ン で開 催 され た

SIETAR Europa Congressで のRichard D. Lewis氏 に よ

る ワー ク シ ョ ップ "Story Telling as a Training Tool

&Research Method"に 基 づ く も の との こ と だ っ た 。

Lewis氏 の 書籍 で は、6大陸 の85の 国民 文 化 が分 析 され 、

「リニ ア ア クテ ィブ文 化 」(例:任 務指 向が 伺 え る)、「マ

ル チ ア クテ ィブ 文化 」(例:感 情 的 、多 弁 で衝 動 的)、 「リ

ア クテ ィブ文 化 」(例:集 団 の調 和 を重 ん じて 目標 に 遭

進 す る)に 分 類 して比 較 検 討 され てい るそ うだ 。

 文 書 管理 や 企 業 文化 、また 英語 教育 につ い て これ ら3

つ の文 化 の特 性 と照 ら し合 わせ な が ら、傾 向や 将 来 的 な

観 測 が 述 べ られ て い た。

 続 いて 、IT翻 訳 者 であ り、 ソフ トウ ェア 開発 に も従

事 してい る西 野竜 太郎 氏 よ り、 「翻 訳 プ ロダ ク トの 品 質

評価 に向 け た翻 訳 業界 の取 り組 み」につ い て発 表 が あ っ

た。 「翻訳 品 質 」 の定 義 に お け る曖 昧 さや 、評 価 者 に よ

る基準の相違、過去の評価方法および問題点などが紹介

された。

 さ らに 、昨 今 翻 訳業 界で 提 案 され 、共 通化 が 進 行 して

い るMQM(Multidimensional Quality Metrics)やDQF

(Dynamic Quality Framework)と い っ た新 た な 評価 方

法 につ い て も紹 介 が あ った 。

 3番 目とな っ た 自 らの 発 表 は 「産業 翻 訳 実務 に フ リー

ラ ンス 翻訳 者 が 活 用 す る ツー ル 類 」と題 した 内容 で あ り、

ツー ル ベ ン ダー に よ り製 作 ・販 売 され てい る ソフ トウェ

ア では な く、翻 訳 に携 わ る個 人 に よ り開 発 ・配 布 され て

お り、幅 広 くフ リー ラン ス翻 訳 者 に重 宝 され て い る ツー

ル を 中心 に紹 介 した。ベ テ ラ ン翻 訳者 であ る井 口耕 二 氏

に よ る 「SimplyTerms」 、コー デ ィネ ー タ と して活 躍 して

い る齊 藤 貴 昭氏 の 「Wildlight」 、そ してMicrosoft社 よ

りWord部 門 のMVPを5年 連 続 受 賞 してい る新 田順 也 氏

に よ る 「ぱ らぱ ら」をそ れ ぞれ 実演 した。 これ らの ツー

ル類 はいず れ も、翻 訳 とい う業務 に従事 して き た個 人そ

れ ぞれ が 自 らの 作 業 の利 便 性 を考 慮 して 開 発 が 開 始 さ
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れ 、 営 利 目的で は な く他 の 翻訳 者 へ も共 有 され て い る。

実際 に これ らの ツー ル を利 用 して い る翻 訳 者 も多 く見

受 け られ る。また 、これ らの ツー ル の機 能 性 に は 共通 項

も見 られ 、産 業 翻訳 実 務 に携 わ って い る翻 訳 者 が 必要 と

して い る機 能 を伺 い知 る こと もで き る。

 参加 者 に も興 味 を もっ て も らえ た よ うで 、こ うい った

ツー ル に 関 す る情 報 を ど こで 得 られ るの か とい っ た 質

問 が 挙 げ られ 、自 らの 文 書作 成 業務 に活 用 性 を 見 出す 参

加 者 もあ った。

 最 後 の発 表 はA川Tを 代表 して 参加 され た 山本 ゆ う じ

氏 に よ る 「体 系的 翻 訳 ・文書 品 質 管理 で の 高 品質 言 語 資

産 と してのUTX用 語集 形 式 」で あ っ た。体 系 的翻 訳 が 日

本 で は浸 透 して いな い とい う指 摘 に始 ま り、UTXは 用 語

集 デー タそ の もの で は な く、良 い用 語 集 を 作 る た めの 形

式 で あ る こ とが紹 介 され た。 さ らに、UTXはISO(TBX)

との連 携 も考慮 され てお り、コンバ ー タが提 供 され て い

る こ と につ い て も案 内が あ っ た。

 用 語 集 の課 題 と しては 、そ もそ も組 織 内 で用 語 集 を 作

成 す る取 り組 み 自体 がな され て いな い こ と、用 語 管理 者

の不 明 瞭 さ、また 、作 成 され た用 語集 が使 用 され な い こ

とな どが指 摘 され た。そ して 、UTXを 使 用 す る こ とで解

決 で き る課 題 もあ る こ とが結 論 と して述 べ られ 、ス タ イ

ル ガイ ドや 翻 訳 支 援 ツー ル な ど との 関 連 性 につ いて も

今 後 の展 望 と して紹 介 され てい た。

 尚、学 会 の 関係 者 か らは以 下 の コメ ン トをい た だ い た。

情 報 処 理 学 会 ドキ ュ メ ン トコ ミュ ニ ケ ー シ ョン研 究 会

で は 、今 後 一 層 「翻 訳 ・多言 語 」 の 分野 にカ を入 れ て 、

活 躍 され て い る多 くの 翻 訳家 の方 々 か らの ご参加 を 歓

迎 い た します。関 連 す る分 野 は 、イ ン ター ナ シ ョナ リゼ

ー シ ョン
、 ロー カ リゼ ー シ ョン 、翻訳 支援 技 術 、翻 訳 品

質 、ポ ス トエ デ ィ ッ ト、用 語 集 ・ス タイ ル ガ イ ドな ど多

様 な ご発 表 をお 待 ち してお ります 。

 URL: http://sigdd. sakura. ne. jp/
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一
機械翻訳事始め[V皿]

     坂本義行

アジア太平洋機械翻訳協会理事

 前 回 に 続 き、今 回 は 、「日英 科 学 技 術 文 献 の 速 報 シ ス

テ ム に関 す る研 究 」につ い て 、文 献1)と 文 献2)を も と

に、 そ の 続 き を報 告 します 。

1.シ ステム設計の考え方

 かなり複雑な文にたいしても対応できるような機械

翻訳システムを非常な短期間に4っ の研究機関の協力

によって作 らねばならないとい うことは非常な難問で

あった。現状の技術の統合によってシステムを実現す

るとい うことが目標で、それ以上の研究的要素はなる

べ く持ち込まないということが前提とされたが、小 さ

なモデルで少数の文を翻訳する研究のレベルとはまっ

たく異なったシステム開発であるから、未知の部分は

かなりあり、それ らに対しても対処できるシステムで

なければならないなどのことからシステム設計の考え

方 として次のような方針をとった.

(i>未 知語や未知の構造の存在によって処理を途中で

  放棄することなく、不完全であっても、最後まで

  処理を行って翻訳結果を出すシステムであるこ

  と、これは翻訳文の後修正をする場合の大切な考

  え方である。

(2)研究開発の発展途上において明 らかになってくる

  であろう未知の言語現象にも十分対処できるよ

  うに、機械翻訳用の ソフ トウェア ・システムは強

  力な表現機能をもつように設計する。ソフ トウェ

  アは解析 ・変換 ・生成のすべての段階で用いるこ

  とができ、種々の異なった性質の言語が扱えるよ

  うに処理過程の制御がきめこまかくできるシス

  テム作る。

(3)解析 ・変換 ・生成、それぞれが膨大な規則になるた

  めに、多人数で平行に開発ができる必要がある。

  したがって、部分文法とい う考え方を導入 し、部

  分文法ごとに独立に開発できるようにする。こう

  することによって、翻訳の誤 り原因の発見なども

  早くなることによって、翻訳の誤 り原因の発見な

  ども早くなり、システム全体の管理が しやすくな

  る。

(4)将 来の多言語間機械翻訳の可能性を考えて、解析

  と変換。生成の3つ の段階を明確に分ける。それ

  らの段階をつなぐイ ンターフェイスの構造をで

  きるだけ明らかにする。

(5)言 語は少数の基本的な規則によって説明されるも

  のではなく、膨大な例外によって成 り立っている

  ものである。 したがって、できるだけ広い言語現

  象に対 して適用できる規則を探すことは当然 で

  あるが、各単語に固有の言語現象がうまく扱える

  ようなメカニズムを作ることを考えた。

(6)辞 書情報としては、現在の機械翻訳に直接必要な

  なものでなく、将来必要となるであろう情報をも

  入れた。できるだけ中立的で理想的な形のものを

  作ることが必要である。一方、大量の単語に対 し

  て正確な情報を与えるためには、複雑な辞書構造

  をとることはよくない。さらに単語固有の言語現

  象を十分に記述できることも必要である。このよ

  うな矛盾する要求に対処す る方策を考えた。

(7)言 語の解析の基本には格文法の考え方をとる。 こ

  れは 日本語の解析に特に適 しているだけでなく、

  英語その他の ヨーロッパ諸言語の解析にも広 く

  用いられ来っっある方法である。格文法をとるた

  めに各要素の設定と、各格要素にどのような名詞

  がはい りうるか記述するための意味素性の集合
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を決定しなければならない。これは日本語のほか

に英語、その他の ヨーロッパ諸言語の特性 を知っ

て作る必要がある。

2.ソ フ トウェア システ ム

 前 章 で 述 べ た 種 々 の 言 語 記 述 に 関 す る要 請 か ら、 文

法 記 述 の た めの ソ フ トェア シス テ ム と して は 、 木構 造

を木 構 造 に 変 換 す る規 則 を採 用 す る こ とに した。 木 構

造 の 各 ノー ドは 任 意 の 数 の 属性 ・属性 値 対 を もつ こ と

が で き る よ うに な っ て い る。 この 部 分 に性 ・数 ・格 の

一 致
、 意 味 の 整 合性 な ど を記 述 す る。 この よ うに複 雑

な 木 構 造 を 取 り扱 い 、 しか も文 法 規則 、 辞 書構 造 と と

もに 定 形 的 な もの に は で きな い とい うこ とか ら、 基 本

とな るプ ロ グル ラム 言 語 と してLISPを 採 用 す る こ と

に した。LISPの 採 用 に つ い て は 、 PL/1、PASCALな ど

の 他 の 言 語 との 比 較 検 討 を した が 、今 回 の研 究 に お い

て は 翻 訳 速 度 よ りは 言 語 現 象 を 十 分 に 記述 で き る こ と

に 重 点 を 置 い た こ と、 さ らに短 期 間 に この ソフ トェ ア

シ ス テ ム を 開発 しな けれ ば な らな い こ とな どの 要 因 か

らLISPの 採 用 を決 定 した 。

 われ われ の 開発 したGRADE(GrammarDescriber)と 名

づ け た 文 法 記 述 言語 の 書 き換 え規 則 の部 分 は 次 の よ う

な構 造 を持 っ て い る。 文 法 を表 現 す る 書 き換 え規 則 と

して は 、 「左 辺 の 木 → 右 辺 の 木 」 とい う形 に 書 か れ る。

この規 則 の左 辺 の木 は 、翻 訳 の あ らゆ る 中 間段 階 に あ

る 翻訳 対 象 文 の構 造(こ の節 で は これ を単 にデ ー タ と

呼 ぶ 。 これ も一般 に は木 構 造 を して い る)と の 間 で マ

ッチ ン グが とれ るか ど うか調 べ られ 、デ ー タの あ る部

分 でマ ッチ ン グ が とれ た ら、そ の 部 分 が 規 則 の 右 辺 の

木 構 造 に書 き換 え られ る。

 木 構 造 の マ ッチ ン グ にお い て次 の よ うな 機 能 が 存 在

す る。(1)属 性 ・属 性 値 対 が つ い て い れ ば 、 そ れ もマ

ッチ ン グの 対 象 とな る。(2)変 数 を木 構 造 ノー ドに書

く こ とが で き る。(3)木 の 枝 の 左 右 の 順 序 が 任 意 で あ

る こ と を指 定 で き る。(4)規 則 の 左 辺 の 木 の マ ッチ ン

グ に関 して 複 雑 な 条 件 が 必 要 な 場 合 に は 、そ れ をLISP

プログラムで書くことができる。(5)こ の規則の部分

で単語辞書内に書かれている単語固有の規則を呼び出

し動作させることができる。

 文法規則の数は、たとえば日本語の解析文法を考え

ても数100か ら1000近 くになるから、解析のあらゆる

中間段階でこれらすべての規則の適用可能性を調べる

というは大変な手間になる。また、名詞句を解析する

ための規則、文の構造を決定するための規則などは自

ずから適用される時点が違っていて、言語学的に自然

な順序で解析を進めるがよい。 したがって、文法規則

すべてを一様に扱 うのではなく、異なった文法現象に

関する規則をそれぞれ別々に集めて、これ らを部分文

法と名付けることにした。単純名詞句を解析する部分

文法、並列名詞句を解析する部分文法、埋め込み文構

造を決定する部分文法などである。そして、1つ の部

分文法を1っ のノー ドに対応させ、ノー ドを有向グラ

フ構造につないで部分文法の適用順序を規定すること

にした。これを部分文法ネッ トワークと呼んでいる。

上記の名詞句、並列句、埋め込み文などの処理部分は、

実際はすべてこの部分文法ネ ットワークとなっている。

文法全体は部分文法の組み合わせから構成される。

 そこで、GRADEに はいくつかの書き換え規則をまと

めて1つ の部分文法をとる機能、その部分文法の実行

後、次に適用すべき部分文法を条件づき指定する機能

をもっている。 さらに1つ の部分文法の中の書き換え

規則の適用の仕方を指定することもできる。すなわち、

書き換え規則をデータの左から適用 していくか、右か

ら適用 していくかの指定、さらにマッチングが成功 し

て書き換えが行われたあと、さらに同一規則の適用の

可能性を調べてみるか、あるいは成功 した規則を用い

ず、次の規則を試みるかとい う違いを指定できる。書

き換え規則の表現の仕方と規則適用のモー ドとの間に

は関係があって、うまくこれらを調整すれば能率のよ

い解析ができるのである。

 文の解析を行 うと通常非常に多くのあいまいさが生

じる。すなわち、1つ のデータに異なったいくっかの

構造を対応させることになる。われわれの場合には、
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できる限 り広い範囲を一度にみて意味のあいまいさの

生 じることを防いでいるが、それでもあいまいな構造

は生じる。文法規則を書くときに、ある構造と別のあ

る構造が同 じ部分に生 じた場合に、それらは同じ句と

して解釈されることを積極的に表現することができる

ようにPARAノ ー ドと称する特別なノー ドを作 り、シス

テム側がその解釈を自動的に行 うようGRADEを 作って

ある。

 GRADEの 制御部は2つ の部分からなる。1つ は人間

にわか りやすい形で書かれた上記の書き換え規則 をパ

ターンマッチングしやすい内部表現に変換する変換部

であ り、もう1つ は内部表現に変換された書き換 え規

則をデータに適用 して処理を進める実行部である。 こ

れらはすべてLISPで 書かれていて種々の支援プロプ

ラムも入れて1万 行をはるかに超える複雑なプログラ

ムとなっている。

 GRADEに は、この他に辞書システムとの結合をする

部分がある。辞書データは膨大であるので現在のとこ

ろ大型計算機の標準ランダムアクセス ・ファイル シス

テムを利用 して記憶されている。 したがって、必要な

辞書データはファイルから読み出してLISP形 式で主

記憶の上に展開しGRADE文 法の使用に供するようにな

っている。

 GRADEに 付属 した支援プログラムには種々のものが

ある。辞書データの誤 りをできるだけ少なくするため

に、パンチされた辞書データの誤 りをデータの初期入

力のときにできるだけ発見するプログラムが作 られて

おり、また、計算機内の辞書データの変更、追加など

のためのプログラムなどが代表的なものである。4つ

の研究機関が文法、辞書データ作成を分担 しているた

め、計算機間のコー ド変換をはじめとして、お互いの

インターフェイスを うまくまとめるためのプログラム

がいろいろ必要で、こういったなんでもないところに

予想以上の手間がかかった。GRADEの 詳細は他にゆず

る。

3.辞 書情報 とそのシステム化

 機械翻訳において辞書が大切なものであることはま

すます認識 されてきつつある。われわれの場合には、

短期間の間に大量の辞書データを整備蓄積 しなければ

ならなかったために、いくつかの工夫を必要とした。

それは、辞書データをできるだけ一 目でわかる形の形

式で表 し、むだな情報の記入をせず、最小限度の記入

ですむようにすること、計算機のことを知らない一般

の人でも記入ができることであり、さらに多くの人に

平行に作業をしてもらうときにできるだけ質をそろえ

るために、辞書情報の記入のための作業手続きを詳 し

く書いたガイ ドラインを作成 したことにある。

 辞書は使用の上から入力文解析のための辞書、言語

間変換のための辞書、出力文生成のための辞書、およ

び形態素解析のための辞書、形態素生成のための辞書

の5つ に分けられる。これ らの辞書の うち、言語間変

換の辞書の部分を除いて、他の1つ の中立的な形の辞

書 として作ることができ、そこから使用 目的に応 じた

辞書を生成 して使用する。 したがって、単一言語の辞

書としては、この中立的な辞書を作ることになり、辞

書管理、すなわち辞書データの追加、変更、削除など

はすべてこの中立的辞書において行うことにしている。

 辞書は使用上から入力文解析のための辞書、言語間

変換のための辞書、出力文生成のための辞書、および

形態素解析のための辞書、形態素生成のための辞書の

5つ に分けられる。 これ らの辞書の うち、言語間変換

の辞書の部分を除いて、他は1つ の中立的な形の辞書

として作ることができ、そこから使用目的に応 じた辞

書を生成 して使用する。 したがって、単一言語の辞書

としては、この中立的な辞書を作ることになり、辞書

管理、すなわち辞書データの追加、変更、削除などは

すべてこの中立的辞書において行 うことにしている。

 辞書データは現在約55,000語 計算機に入れてある

が、その内容は動詞約3,000語 、形容詞、形容動詞約

1,000語 、普通名詞および電気工学を主とする科学技

術用語約5万 語、連体詞、副詞その他の付属語約800
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とい っ た と ころ で あ る。 動 詞 、名 詞 の 主 な もの は翻 訳

を 対 象 したJICSTの 抄 録 の 最 初 の3,000文 に現 れ る も

の を と り、そ れ にJICSTで 別 途 抽 出 した11万 語 の 用 語

辞 書 か ら選 ん で作 成 した。

 辞 書 に記 入 す べ き情 報 は どの よ うな 文法 概 念 を用 い

て どの よ うな解 析 を行 うか とい うこ とに依 存 す る こ と

はや む を え な いが 、で き る だ け 中立 的 、一 般 的 に 作 る

こ とを心 が け た。文 法 と して は 格 文 法 を と る こ とに し、

格 の 種 類 と して表1に 示 す もの を採 用 した。 あ る動 詞

の種 々の 格 ス ロ ッ トに どの よ うな名 詞 が 入 り うるか を

規 定 す る方 法 と して は 、意 味 素 性 と して は 図1-1、 図

1-2に 示 す もの を採 った 。これ らの 意 味 素性 の い くつ

か の もの のAND, OR結 合 に よ っ て 、動 詞 の 格 ス ロ ッ トに

入 り うる名 詞 を規 定 す る。

 辞 書情 報 は 記 入 フォ ー マ ッ トを きめ 、 記 入 の た め の

作 業 基 準 書 を 作 っ て 多 人数 で の 作 業 が 可 能 な よ う工夫

を した。 記 入 フ ォ ー マ ッ トは名 詞 、 動詞 、形 容 詞 、副

詞 そ の他 の 品詞 に つ い て作 られ て い る。 辞書 は 日本 語

(解析 、 生成 に供 用)辞 書 、 日英 変 換 の た め の辞 書 、

英語(解 析 、 生成)辞 書 な どが用 意 され て い るが 、そ

の詳 細 は他 に ゆず る。

4.機 械 翻 訳 システ ム ・マ ンマ シ ンイ ンター フ

  ェース の作成

 出カテキス トを編集するためのエディタ(後 編集

 エディタ)

③汎用辞書とユーザ用の個人辞書とを分離 して管理す

 る階層的な辞書管理システム

④辞書フォーマッ トの記述を直接編集する画面エディ

 タ

 特 に 、④ の辞 書 フ ァー マ ッ ト ・エ デ ィ タは 、 辞 書 作

成 者 が辞 書 デー タ の 内部 的 な 管理 形 式 とは 独 立 に 、 辞

書 の記 入 フ ォー マ ッ ト用 紙 の イ メ ー ジ を 直 接 走 査 で き

る よ うに した もの で あ り、一 般 用 辞 書 ・ユ ー ザ の個 人

辞 書 の 双 方 を編 集 す る こ とが で き る。

 また 、 この 総 合 シ ス テ ム は 、京 大 ・ETL・JICSTの 各

研 究 組 織 で 開 発 され た ソフ トウェ ア 、及 び言 語 デ ー タ

を 相 互 に結 合 し、形 態 素 解 析 ・構 文 解 析 ・変 換 ・構 文

生 成 ・形 態 素 生 成 を 、バ ッチ 運 用 ・TSS運 用 の各 モ ー

ドで 実 行 で き る よ うに した もの で あ り、翻 訳 シ ステ ム

開 発 時 の 各 種 テ ス トも可 能 な よ うに工 夫 され て い る。

5.翻 訳結果の評価

 翻訳結果の訳文の質の評価法は、できるだけ主観的

な判断を避け、評価者個人による評価のバラツキを少

なくする必要がある。今回のプロジェク トでは、

 現 在 の機 械 翻 訳 シス テ ム は 、 今 回 の プ ロ ジ ェ ク トで

作 成 した シス テ ム を 含 め て 、 何 らか の 形 式 で 人 間 の 援

助 を 必 要 とす る。 ま た 、 辞 書 等 の 翻 訳 に 必 要 な 言語 デ

ー タ も
、 対 象 分 野 に応 じて 適 宜 用 意 す る必 要 が あ り、

この 点 で も柔 軟 な マ ン ・マ シ ン イ ン ター フ ェ ー ス を 準

備 す る 必 要 が あ る。 こ の よ うな こ とか ら、今 回 の プ ロ

ジ ェ ク トで は 、機 械 翻訳 シ ス テ ム を 中核 に持 つ 総 合 シ

ス テ ム と して 、 次の よ うな シ ス テ ム を 開発 した。 これ

を 図2に 示 す 。

①テキス トの準備のためのエディタ(前編集エディタ)

②入カテキス トと出力テキス トを相互に参照 しながら、

①理解容易性:訳 文だけを読んだときの理解の容易さ

②忠実度:訳 文 と原文との意味のずれ

 とい う2つ の尺度を設け、各尺度 ともに訳文の修正

作業と関連づけること、評価法を詳細に規定したマニ

ュアルを用意することにより、評価値が個人の主観に

依存する度合を極力低くすることとした。この評価法

は、本プロジェク トの翻訳結果の評価に用いただけで

なく、いくつかの他の翻訳システムにおいても採用 さ

れるよ うになっている。

 理解容易性の基準を表2に 、忠実度の基準を表3に

しめした。
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 日英翻訳システムの性能評価は、翻訳実験の進行 と

ともに2回 に分けておこなわれ、それぞれ3,000文 と

10,000文 の翻訳結果が評価 された。10,000文 の翻訳結

果は(表4に 示す)、3,000文 の評価に比べ、未知語(未

登録語)が 頻出するなどの理由から多少悪 くなってい

るが、いずれの場合 も、理解容易性、忠実度ともに80%

前後が翻訳結果 として許容範囲に入っていると判断 さ

れ、両尺度ともに許容範囲となったのは60%を 超えて

いる。

 この結果は、原文の前編集を全 く行なわなかった場

合であり、論文抄録文の原文自体が長 く、複雑で理解

困難なことを考えると、前編集、後編集を前提 とする

現在の機械翻訳システムの性能 としては十分であると

考えられる。

 英 日翻訳システムの性能評価も、日英の性能評価法

とほぼ同じ方式で行なわれ、翻訳結果3,000文 の評価

結果(表5に 示す)も ほぼ同じであった。

 なお、 日英翻訳システムの対象テキス トは、JICST

発行の論文抄録誌から、また、英 日翻訳システムのテ

キス トは、INSPEC抄 録誌から、いずれも、無作為に採

られ、原文の前編集は全く行なっていない。

 言語間についての機械翻訳用辞書のあるべき姿を言

語理論的、計算言語理論的に研究する必要がある。

6.研 究の波及効果及び問題 点

6.1研 究の位置付 け及び波及効果

 本研究が開始されるまで、機械翻訳の研究は小規模

で限定されたモデルがいくっかの大学や研究所で行な

われていた程度であった。

 外国においては、少数の商用システムがあったが、

いずれも1960年 代の考え方の基づいた古い形式のも

ので十分な能力をもつとは言いがたいものであった。

研究としてはカナダで英仏機械翻訳システムの研究が

行なわれていたが行き詰まりを見せていた。一方 ヨー

ロッパ共同体ではEUROTRA計 画 という多言語間機械翻

訳の研究がようや く開始 されようとしていた。

 いずれにしても日本語とヨーロッパ諸言語、特に英

語 との間の機械翻訳は全く行なわれていなかった。一

方欧米からは日本の目覚しい科学技術の進展の基礎を

なす科学技術情報の入手が盛んに要求されるようにな

り、日英機械翻訳システムの開発が国として必要であ

るとされた。

 このような日本語 と英語との間の機械翻訳システム

の開発の必要性は特に電子計算機関係の企業で必要と

感 じられて来ていたが、従来の技術開発 とは異なり、

言葉とい う複雑なものをどのように処理 していったら

よいかについて明確な方針がたたないという状況にあ

った。

 このような状況の中で、本研究が果たした役割 りは

次のように要約 される。

(1)科学技術文献の抄録の日英、英日機械翻訳によって

  文献内容の情報の伝達の可能性を明らかに した。

(2)この機械翻訳システムを科学技術文献抄録のデー

  タベースに接続することによって、翻訳機能を持

  ったデータベースサー ビスの可能性を示 した。

(3)日本が国 として文献速報のための機械翻訳システ

  ムの研究開発 を開始 し具体的成果をあげつつあ

  るということは、ヨーロッパ共同体、カナダ政府

  等における機械翻訳システム開発に大きな刺激

  をあたえた。

(4)本研究は世界各国の計算言語業界に影響を与え、最

  近各国でこの方向の研究が活発におこなわれ る

  ようになって来た。これは計算言語学国際会議論

  文集、いくつかの学術雑誌にも現れてきている。

  米国カーネギー メロン大学にも機械翻訳研究所

  が最近作られた。

 〔参 考 〕

 JICSTで は 、科 学技 術 振 興調 整 費 に よ る研 究 の 成 果

を活 用 し、 実用 機 械 翻 訳 シ ス テ ム を 開発 す る計 画 で あ

る。

 これ は 、JICSTの オ ン ラ イ ン情 報 シ ステ ム(JOIS)で 、
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1986年10月 よ り国 内外 にサ ー ビスす る予 定 のJICST

英 文 デ ー タベ ー ス(日 本 文献 の抄 録 、キー ワー ド等 を英

文 化 した デ ー タベ ー ス)作 成 を 支 援 す るた め の 日英 翻

訳 シ ステ ム と、同 じ くJOISで サ ー ビ ス して い る外 国 の

デ ー タベ ー ス の 和 訳 の た め の 英 日翻 訳 シス テ ム よ り成

る。

 開 発 期 間 は 、 日英 翻 訳 シス テ ム が1986年 度 よ り3

年 間 、英 日翻 訳 シ ス テ ム が1988年 度 よ り2年 間 の 予 定

で あ る。 開発 完 了 時 の 辞 書 の語 数 は 日英 、英 日翻 訳 シ

ス テ ム それ ぞ れ30万 語 の 見 込 み で あ る。

 な お 、JICST英 文デ ー タベ ー ス は 現在 手作 業 で英 訳

し、 かつ 当 面 タ イ トル のみ の英 訳 が 主 で あ る の で 、少

しで も早 く機 械 翻 訳 シ ステ ム を 開発 し、抄 録 文 ま で含

め た英 文 デ ー タベ ー ス を作 成 す る こ とが 望 まれ る。

6.2社 会 、経 済 に対 す る貢 献 の状 況 及 び 可 能

性

 本研究は文献抄録のもつ情報の機械翻訳を通 じての

速報システムの可能性 を示すためのシステムを作 り、

その可能性を実証することにあったため、現在の段階

では学問世界、企業等における製品化等に対 して貢献

はしたが、社会一般、経済界に対して具体的に貢献す

るところまで行っていない。

 しかし、この研究を通 じて自然言語処理技術がこれ

からの情報社会の中核的技術であり、その中でも機械

翻訳システムは日本語 ワー ドプロセ ッサの次に来るべ

き大型商品であり、この技術を用いた人間と機械 との

対話システムの作成もすみやかに開発すべきものであ

ることが広く認識されて来てお り、その うちに 「言語

産業」と称すべき産業分野が形成されてゆくものと期

待されるようになって来た。

6.3.今 後 の 問題 点

(1)言語は膨大な例外の集積であるとでも言 うべきも

  のであるから、文法、辞書の不断の改良、精密化

  が不可欠であ り、またこれを行なうことによって、

  質の改善 された翻訳結果を得ることが期待 され

  ている。

(2)本研究で開発 したシステムはあくまで も機械翻訳

  の実用への可能性 を示すためのプロ トタイプシ

  ステムであったから、実用システムとして用いる

  ためにはそれなりの改良を行い、システムの作 り

  直しをする必要がある。

(3)本研究で開発 したシステムは科学技術論文の抄録

  を対象としているため、そこにはほとんど現れな

  い疑問文、命令文、感嘆文などの翻訳のための文

  法、さらに一般の文章の翻訳のための辞書データ

  の蓄積など、使用 目的に応 じた改良 ・拡充を行 う

  必要がある。

(4)上記(3)と 同様な観点から、現在対象としている電

  気工学関係のテキス トから、さらにその他の科学

  技術分野の文章が翻訳できるよう、専門用語辞書

  の充実を行な う必要がある。

(5)日英 ・英 日翻訳システムにおける解析文法、生成文

  法、変換文法、変換辞書はそれぞれ独立であるが、

  これが両システムで共通に使えるかどうか、研究

  を行なう必要がある。

(6)代名詞の指すものの推定、省略句の推定、さらに文

  脈処理、文章理解の方法など機械翻訳のための基

  礎研究を今後強力に進める必要がある。単一言語、

  多言語間についての機械翻訳用辞書のあるべ き

  姿を言語理論的、計算言語理論的に研究する必要

  がある。

【参 考文 献 】

1)長 尾 真 、 辻 井 潤 一 、 中 村 順 一 、 坂 本 義 行 、鳥 海

 剛 、佐 藤 雅 之 、 「科 学 技 術 庁機 械 翻 訳 プ ロ ジ ェ ク

 トの概 要 」、 「情 報 処 理 」、Vo1.26、 No.10,1985.

2)科 学 技 術 庁 科 学 技 術 振 興 局 、 昭 和57年 度 ～60

 年 度 科 学 技 術 振 興 調 整 費 「日英 科 学 技 術 文 献 速

 報 シ ステ ム に 関す る研 究」。
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表1 日本語格 ラベル ー覧表

(1)主 体

(2)対 象

(3)受 け手

(4)与 え手

(5)相 手1

(6)相 手2

(7)時

(8)時 ・始 点

(9)時 ・終 点

(10)時 間

(11)場 所

(12)場 所 ・始 点

(13)場 所 ・終 点

(14)場 所 ・経 過

(15)始 状 態

(16)終 状 態

(17)属 性

(18)原 因 ・理 由

(19)手 段 ・道 具

(20)材 料

(21)構 成 要 素

(22)方 式

(23)条 件

(24)目 的

(25)役 割

(26)内 容 規 定

(27)範 囲 既 定

(28)提 題

(29)観 点

(30)比 較

(31)随 伴

(32)度 合

(33)陳 述

SUBject

OBJect

RECipient

ORIgn

PARtner

OPPonent

TIMe

Time-From

Time-TO

DURation

SPAce

Space‐From

Space‐TO

Space‐Through

SOUrce

GOA 1

ATTribute

CAUse

TOO 1

MATerial

COMponent

MANner

CONdition

PURpose

ROLe

ConTent

RANge

TOPic

VIEwpoint

COmpaRison

Accompaniment

DEGree

PREdicative

一 が

一 を

一 に与 え る

一か ら受 け る
,奪 う

一 と協 議 す る、 異 な る、 一 に 関 連 す る

一か ら保 護 す る
,独 立 す る

1980年 に

5月 か ら

来年まで

5分 間加熱する

一 に位 置 す る、 一 で 発 生 す る

一か ら帰 る

一へ 送 る、 一に 到 達 す る

一 を通 る
、上 空 へ 飛 ぶ

5.5%か ら6%へ 引 き上 げ る

英語から日本語に翻訳する

適 応 性 に富 む 、欠 け る 、乏 しい

事 故 で死 ぬ、 一か ら分 か る

イ オ ン法 で、 ドリル で

ペ ー ス トで作 る

一 か ら成 る
、 一で 構 成 す る

並 列 に 、10m/secで

焦点深度で決まる

一 に適 す る 、備 え る 、必 要 な

議 長 に選 ぶ 、 一 と して用 い る

一 と呼 ぶ
、述 べ る 、み なす

一 に つ い て
、 一 に 関 して

一 よ り大 きい 、 一 に劣 る 、 一 を 上 回 る

立 場 か ら、 一 の点 で

一 よ り大 きい
、 一 に劣 る、 一 を 上 回 る

一 と と も に
、 一 に 伴 っ て

5%増 加 す る、3キ ロやせ る

一で あ る

注)英 語 名 中、 大 文 字 の部 分(3字)を 略 称 とす る。
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表2 理解容易性の基準

1

z

3

4

5

文意は明瞭で疑 う余地はない。文法、用語用法、文体ともに適切で、なん ら修正の必要はない

文意は明瞭で理解できるが、文法、用語用法、文体上に多少の問題が見られ、1に は至 らない。ただし、

こうした欠陥を改善するにあたっては出力文だけ見て外人評価者単独で修正を施す ことができ、日本人評

価者の援助を必要としない。

全体的文意は把握できるが、文法、用語用法上の問題のために細部理解に自信が持てない。こうした問題

を取り除き、さらに文体面の改善を施そ うとすると、修正方法がひとっに定まらず、入力文の意味すると

ころを日本人評価者に確認 しなければならない。

文法、用語用法上の問題が多いので、相当な思考の後わずかに文意を仮定できるか、もしくはほとんど把

握できない。こうした問題を解決 して文体を改良するよう手を加えるより、新たに翻訳をやり直した方が

時間も早く、質 も向上すると思われる。

まったく理解できない。 どんなに熟考、検討 しても文意をとることは不可能である。

表3 忠実度性の基準

0

1

2

3

4

5

6

入力文の構造は出力文に忠実に再現されていて、外人がみても明瞭で、修正する必要がない。

入力文の構造は出力文に忠実に再現 されていて、また外人にも明瞭に理解できるが、多少の修正は必要で

ある。ただし、その修正は与えられた修正文だけにもとづき、外人が単独で行える。

入力文の構造は出力文に忠実に再現 されているが、語の置き換えを必要とする。

入力文の構造は出力文にほぼ忠実に再現 されているが、句と句の関係、時制、数、態、副詞の位置などに

誤 りがある。また、単語が重複 して出力 されているなどの誤 りがある。

入力文の構造は出力文にあまりよく再現 されていない。句の要素の欠落、節 と節、節 と句、あるいは節内

の関係に誤 りがある。

入力文の構造は出力文に良く再現 されていない。節や句の欠落があるが、一応文として成立 している。

入力文の構造はまったく出力文に再現 されていない。主語や述部の欠落があるため、文として成立 してい

ない。ただし、表題のような名詞句にあっては、その主名詞(日 本語で最後に位置する名詞)、 またはこ

れを直接修飾する節 ・句の動詞的要素が欠落している。
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表4 日英翻訳文 の評価結果(10,000文)

理解

容易性

1

2

3

4

5

合計

割合

忠実度

0

2058

52

36

2

1

2149

:・

1

79

:.

111

3

0

1056

9.3

2

618

667

688

94

34

2101

18.5

3

376

503

839

iai

38

1937

i7. o

4

303

336

1012

394

118

2163

19.0

5

144

200

346

140

49

:・

7.7

6

63

99

407

.;

zz7

1044

9.2

不備

8

5

zz

9

2

46

0.4

合計

3649

2725

3461

1071

469

11375

割合

32.1

24.0

30.4

9.7

4.1

表5 英 日翻訳文 の評価結果(3,000文)

理解

容易性

1

2

3

4

5

合計

割合

忠実度

0

592

10

6

1

1

612

21.1

1

59

285

4

0

0

348

12.0

2

85

53

437

144

38

757

26.1

3

47

54

106

59

17

183

6.3

4

54

52

144

121

44

415

14.3

5

8

4

11

20

4

47

1.6

6

i2

8

47

119

236

424

14.6

不備

1

0

i

2

4

8

o.z

合計

860

一..

756

466

346

2894

割合

29.7

16.1

26.1

16.1

11.9
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図1-1名 詞 意 味 マ ー カー 体 系表(1)

國
 国 ・地 域 ・機 関 ・組 織

 (Nations & Organizations)

ov

生 物

(ANIMATE OBJECT)

OH

oB

OS

OP

非 生 物

(INANIMATE OBJECT)

ox

ON

OM

IO

OA

OI

知 的抽 象 物

(INTELECTUAL OBJECT)

OY

IT

IC

EO

IS

IG

IX

部 分

(PARTS)

EF

AO

EL

属 性

(ATTRIBUTE)

EX

AN

AR

AF

PO

AC

AT

AP

現 象

(PHENOMENON)

AX

PN

PP

PE

PB

PS

PC

PX

人(HUMANS)

動 物(ANIMALS)

植 物(PLANTS)

そ の 他(OTHERS)

自然 物(NATUR糺SUBJECTS)

部 品 及 び 材 料(PAET&MATERIALS)

生 製 物(ARTIFCIAL SUBSTANCES)

施 設(INSTITUTIONS)

そ の 他(OTHERS)

理 論 ・法 則 ・学 問(THEORIES, RULES)

知 的 抽 象 的 道 具(ABSTRACT TOOLS)

知 的 抽 象 的 材 料(ABSTRACT MATERIALS)

知 的 抽 象 的 生 製 物(ABSTRACT PRODUCTS)

そ の 他(OTHERS)

部 品 ・要 素(PART&ELEMENTS)

物 の 器 官 及 び 構 成 要 素(ORGANS&COMPOENTS)

そ の 他(OTHERS)

属 性 名(ATRIBUTE NAMES)

関 係(RELATION)

形 態(SHAPES)

状 態(CONDITIONS)

構 成(STRUCTURES&CONSTRUCTIONS)

特 徴(NATURES&PROPERTIES)

そ の 他(OTHERS)

自 然 現 象(NATURAL PHENOMENA)

物 象(PHYSICAL PHENOMENA)

力 ・エ ネ ル ギ ー(POWER&ENERGIES)

生 理 的 現 象(PHISIOLOGICAL PHENOMENA)

社 会 的 現 象(SOCIAL PHENOMENA)

制 度 ・慣 習(SYSTEMS&CUSTOMS)

そ の 他(OTHERS)
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図1-2

SO

心 情

(SENSE & FEELING)

DO

行 動

(ACTING)

MO

測 度

(MEASUREMENTS)

国
 場 所 ・空 間

 (SPACES & TOPOGRAPHY)

名 詞 意 味 マ ー カ ー 体 系 表(2)

   SP   感 覚 ・反 応(FEELING&REAcTloNs)

   SI   認 知 ・思 考(RECOGNITION&THINKINGs)

   SX    そ の 他(OTHERS)

  DA    行 為(ACTS)

  DM   動 き(MOTIONS)

   DX    そ の 他(OTHERS)

  MN   数(NUMERICS)

  MA   数 量 名(NAMES oF NuMERALs)

  MS  基 準 ・標 準(STANDARDS)

  MU   単位(UNITS)

  MX   そ の 他(OTHERS)

TT

時 間

(TIME)

TP

TD

TA

TX

日寺点 (TIME POINTS)

時 間 間 隔(TIME DURATION)

所 用 時 間(TIME ATRIBUTES)

そ の 他(OTHERS)

ZZ

 全体のその他(OTHERS)
 この他、特定の語につける意味スロッ トとして以下のものがある

WW

WT

D

WS

D

WM

D

WA

WC

WL

WK

W

WO

照

TIME

DURATION

CAUSE

RESULT

MANNER

PURPOSE

APPOSITION

CONDITION

PARALLEL

RELATION

DERIVATION

EXPRESSION

OTHERS
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辞書システムの概念図図3

(裡
川尉
◎

血側
⇒
報
駅
 
裡
薗
「世

鵬

ゆ
躯
瞭
 
 舳
岬起
舳
皿
覇
巌

4
串
蛭
あ

"
魏

鵜
誤
細
儲

調璽
灘
嚢

馨

難
灘
肇

騰

擁
糠
羅
翠
舞

 

 

罫震
磁

搬

螺
凝

.
潔

ゐ
"
レ
ー
斡
h
ヒ
Σ
§

読
素
欝

籍戴
ぞ
灘
難
獺
嚢
耀彙
'

議

 

曜
遷

州
 

羅

魍

.
雌
弩
静
鰹
納
蓉
罫
轟

触嘱

詮
難
慰

、
懸
糠
轡
編
癌欝

攣

凶
翫
レ
ー
り
h
ヒ
Σ
謡

貞
ヤ
ト
ト
罎
凹

顛
匝

買
坐
緬
鮎

凝

曜
葛

糧

灘
遡
醐
麟
鱗
撫

」 
 

" 
 

」
㍉
口'謎
 

'

璽

奪
繊
慧
潔
議
蕪
繍
、籔

蹴

騨
愚

、鑛
鱗
畷
識
灘
繍
縄

嚇¶
鶴
転

膿
鎌

零

ー

票
垂

ー

ε

ミ

昏

鰍

淫

詫

撮
挿
-い、媚
蹴

辞

、㌔r㌔

峯

囁・
潟

跨
 
ー
挿石
 
 
 
 
 
 
 

津

、

 

乙
謬

誤
げ鵬
繋
雛
総
簸

鱗
簿
蹴

F

輪
 

峯
 

欝

購
 

糠
糎
謎

襯
傾

田

灘

耀
撫難

羅
鱒
婿綴

・
菱

,,・難
灘
講
、礪

顎

犠
難
羅
叢
難
.灘

齢
 

ヒ
藍

 

 
一、

、繍

蘇
糎
漢
㎜
萩

響

罰 
 

. 

・
雛
臨
 
穫

囁毎
誓
聾
げ暇
叩
ニ
ヒ

舶
批
塵
禰

闘繋
糊
翻
難
撫灘
撚
雛
翻
韮

撫
 
 
 
 
 
 
 
蟹

繍
 
 
畷
撃
楓
 
 
難

灘
講
襟
糠
購
購
羅難

灘

暇
峯

轡

瀕
、一課認
舗
撫麟

細囎
.糠
馨

・

劉
 

 

 

 

 
、
軍
・

頭

熱
。癖暫
紅
ゐ齢

夢
撃

幽
鍵
∵

・
為.貼
 

採

撒

漢

鵬
㎜
椅

田

、
㌦
ゴ、噛

訟

当
搬

演
艦憲
舗
霧

ゴ

鯉

簸滅

騨

 

事
雅

蘇
糎
漢
醐
鵬鰍

釦
艶
韓
劇

24



碧叢

轟
貞
ヤ
ト
h

図4 翻訳翻総合システム構成図

ー

覚

h

鉢

^

ヤ

m
m
目

 

ヤ
ト

⇒

ヤ

卜̀

、

d

綴

穀
輻

熱
ヤ
㌔
H

唇

円

塵慧
 ヤ

葭

R
K

気
ヤ
隼
H

襲

25

襲ミ親

禦

器

目

4
卜
K
あ
毒

筐

扁

擢



一
AAMT設 立 ま で の こ と

      長尾 真

AAMT初 代会長、国際高等研究所所長

1.MT研 究開発の始ま り

 コ ン ピュー タが 暗 号 解 読 のた め に第2次 世 界 大 戦 の

終 盤 に作 られ たが 、 これ が 言 語 の 翻 訳 に も使 えそ うだ

とい うこ とか ら、1950年 代 中 ごろ に機 械 翻 訳(MT)

の 研 究 が 米 国 と英 国 を 中心 に始 ま った 。1957年1

0月 に ソ連 が 人 工 衛 星 を世 界 で 初 め て 打 ち上 げ た が 、

これ は 米 国 に とっ て は 大 きな シ ョッ クで あ っ た。 ソ連

の 科 学 技 術 が 非 常 に 進 ん で い る とす れ ば 、 彼 らの科 学

技 術 論 文 を英 語 に 翻 訳 して 知 る 必 要 が あ る とい う こ と

に な っ た が 、 ロシ ア 語 の 文 献 を 翻 訳 で き る 翻訳 者 の 数

は圧 倒 的 に 足 りな い。 そ こでMTに 頼 ら ざる を得 な い

とい う こ とに な り、 米 国 政府 は1959年 か ら全 国 の

主 要大 学 ・研 究所 に研 究 費 を投 入 し、MT研 究 を本 格

化 した。

 電 気 試 験 所(電 子 技 術 総 合 研 究 所 を経 て 、現 在 の 産

業 技 術 総 合 研 究 所)の 和 田弘 氏 は1950年 代 中 ご ろ

MITに 留 学 して い て 、米 国 のMT研 究 の動 き を知 り、

帰 国 後1956年 こ ろか ら 日英MTの 研 究 を始 め た 。

1958年 ころ に 一 応 の 完成 を見 、 簡 単 な 短 文 を 翻 訳

した。 これ は1959年 に パ リで 開催 され た 第1回 情

報 処理 国 際 会議(ICIP:International Conference

on Information Processing)で 展 示 ・デモ され 好 評 を

博 した。 こ の詳 細 は坂 本 義 行 氏 に よ っ てAAMTジ ャ

ー ナ ル に報 告 され て い る
。

九州のMT研 究を視察した。第2回 のMT日 米セミナ

ーは次の年にニュー ヨークで開催 された
。その後数回

行われ、両国のMT、 自然言語処理研究の発展に寄与

した。

3.計 算言語学国際会議(Coling)

 1965年 に 第2回 のMT日 米 セ ミナ ー が ニ ュ ー ヨ

ー ク で 開 催 さ れ た が
、 そ の 前 後 に 日本 か ら の 研 究 者 は

米 国 の 主 要MT研 究 機 関 を 視 察 し た 。 ま た こ の 時 に 合

わ せ て 計 算 言 語 学 の 国 際 会 議 、 お よ びIFIPW。rld

Computer Congress ( I F I P : International

Federation for InfQrmation PrQcessing) 力主ニ ュ ー ヨ

ー ク で 開 か れ
、MTは 大 き な 話 題 と な っ た 。 こ の 計 算

言 語 学 国 際 会 議(第1回Coling:International

Conference on Computational Linguistics)に お い て 、

こ の 会 議 を 今 後2年 ご と に 開 催 す る た め に 計 算 言 語 学

国 際 委 員 会(ICCL:International Committee on

Computational Linguistics)が 結 成 さ れ 、 日本 か ら は

和 田 弘 氏 が 委 員 と し て 参 加 し た 。 筆 者 は 第3回 のCo

lingか らICCL委 員 に な っ て い る 。

 な お 今 年(2016年)の12月 に 大 阪 でCo

lingが 開 か れ る 。 日本 で は 東 京 、 京 都 に 次 い で 、

3回 目 の 開 催 と な る。

4.電 子協のMT調 査研究会

2.日 米 セ ミナ ー

 和田弘氏は日米のMT研 究者の交流のために 日米セ

ミナーを1964年 東京で開催 した。米国の主要なMT

研究者が来日したが、彼 らはこの機会に東京、京都、

 日本 電 子 工 業振 興 協 会(JEIDA。 現 在 の 電 子 情

報 技 術 産 業 協 会(JEITA))は1958年 に設 立 さ

れ 、主 と して 日本 の コ ン ピュ ー タ メ ー カ ー を 会員 と し

て 、日本 の コ ン ピュ ー タ産 業 の 発 展 に寄 与 して きた が 、
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MTが 将来大切な技術になるという認識から、197

0年 代に入ってMTの 調査研究会を作った。筆者がそ

の委員長 となったが、大学の研究者、主要コンピュー

タメーカーの ソフ トウエア部門の責任者などが構成員

となり、欧米のMTの 状況の調査 と英 日言語間のMT

の研究開発に関する検討を中心に活動 した。

5.Muシ ステ ム 開発

 1970年 代後半か らは日本の技術力による各種製

品が世界市場、特に米国の市場を席捲する勢いになっ

て、米国は危機感を募らせた。「日本は米国の科学技術

論文を読み大きなメリットを得ているが、日本の科学

技術論文はほとんどが日本語で書かれていて米国の研

究者は日本の実情を把握できない。 日本は言語障壁に

守られ、情報の流れは片方向である。これを改善する

ために、日本は科学技術情報を英語で発信すべきであ

る」とい う強い圧力が日本にかかってきた。

 このような状況を改善するために科学技術庁は日本

語の科学技術論文の抄録の部分だけでも英語に翻訳す

ることを目的としたMTシ ステムの研究開発を行 うこ

とになった。 これは1982年 から4年 間行われた。

Muシ ステムがそれである。 このMuシ ステムの開発

には京都大学が中心となり、電子技術総合研究所、 日

本科学技術情報センター、さらに電子協のMT調 査研

究会のメンバー企業、そのほかに翻訳会社数社などが

参加 した。

AssociatiQn fQr Machine Translation)を 作 る こ と 、

そ の 下 に ア ジ ア ・太 平 洋 地 区(AAMT:Asia-Pacific

AssociatiQn for Machine Translation)、 ヨ ー ロ ツ ノ{

地 区(EAMT:European Association fQr Machine

Translation)、 南 北 ア メ リ カ 地 区(AMTA:

Association  for  Machine  Translation  in  the

Americas)と い う3つ の 組 織 を 作 り 、 そ れ ぞ れ に 活 動

す る と と も に 、2年 ご と に こ れ ら す べ て が 参 加 す るMT

サ ミ ッ トを3者 持 ち 回 り で 開 催 す る こ と 、 と い う組 織

の 骨 組 み の 議 論 を し 、1991年 ワ シ ン トン で 開 催 し

た 第3回MTサ ミ ッ トで こ の 組 織 を 正 式 に 発 足 させ た 。

筆 者 は そ の 初 代 のIAMT会 長 に 就 任 した 。

7. AAMT

 この組織を作るために、日本ではまず日本機械翻訳

協会を1991年 に作ったが、IAMTの 発足に従っ

て、これをアジア ・太平洋に広げ、AAMTに 改組 し

た(1992年 、初代会長長尾真)。その構成員として

は韓国、中国、タイ、その他の国の研究者、企業、翻

訳者が対象であるが、残念ながら十分に広がっていな

いのが現状である。今年は 日本機械翻訳協会発足から

25年 になる。発足以来ジャーナルの発行、総会での

諸行事、 日本翻訳連盟との協賛会議などの活動を行っ

ているが、これらは歴代会長(田 中穂積氏、辻井潤一

氏、井佐原均氏、中岩浩巳氏)と 事務局(特 に熱心に

世話をしてきて くださった荻野孝野さん)の 努力のお

陰である。

6.MTサ ミッ トとIAMTの 設 立

8.MT研 究開発の今後

 こ のMuシ ステ ムの 成 果 を世 界 に発 信 す る とと も に

世界 のMT研 究の 状 況 につ い て の国 際 的 な情 報 交 換 を

目的 と して 、MTサ ミ ッ ト会 議 を1987年 に箱 根 で

開催 した。 そ の成 功 に よ っ て2年 後 に ヨー ロ ッパ で第

2回 を 開催 す る こ とに な っ た。 ミュ ンヘ ン で 開催 した

第2回 のMTサ ミ ソ トにお い て 、 こ の会 議 を定 期 的 に

開 催 す る た め の 母 体 と してIAMT(lnternationa1

 MTシ ステムは曲がりなりにも使える質にまでなっ

てきて、社会のいろんなところで利用され始めている。

これからはさらなる質の向上と多言語への対応、種々

の専門分野での利用のための専門用語辞書の充実、多

言語の音声対話システムのための音声データベースの

整備、さらに重要なことは翻訳専門家の持つノウハ ウ
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の シ ス テ ムへ の 取 り込 み と利 用 を うま くや る こ とで あ

ろ う。 人 工知 能 的 手 法 で これ らの こ と をい か に 自動 的

に 行 い 、 シ ステ ム を賢 く して ゆ くか も大 き な課 題 で あ

る。

9.バ ベ ル の塔 の建 設

 30年 先には世界の言語障壁 を十分低 くし、世

界 中の人たちがお互 いに心を通 じ合えるよ うに努

力 を したいものである。 これ まで人類が蓄積 して

きた知識 によってバベルの塔を本 当に築きあげる、

そのために世界中の人た ちが相互協力をするよ う

に しま しょう!!!!

長尾先生にはご寄稿に合わせて、25周 年を祝 う書(次

ページ)も お願い致 しました。心より感謝申し上げま

す。(編 集委員)
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㌧一b罰・ 甲■「♂

爵

り～ ●

蠕

言 霊(こ とだ ま)

万葉の時代から 「大和の国は言霊の幸ふ国」といわれてきた。言葉にはカが宿っていると考えられてきたが、

それが どこまでコンピュー タで扱 えるだ ろ うか。
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「グ ロー バ ル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン計 画 」 の 取 組 状 況

総務省情報通信国際戦略局技術政策課研究推進室長荻原直彦氏インタビュー

      聞き手 河野弘毅(日 本翻訳 ジャーナル編集長)

 総 務 省 が 推 進 す る グ ロー バル ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

計 画 の 取 組 状 況 を 監督 官庁 で あ る総 務 省 の 荻原 直 彦 氏

に イ ン タ ビュー しま した の で紹 介 します 。1イ ン タ ビ ュ

ー を 受 け て くだ さっ た 荻原 直彦 氏 の プ ロフ ィール は 以

下 の とお りで す。

ルコミュニケーション計画」を発表 した。機械翻訳の

波が押 し寄せる最中、この動きを牽引するともいえる

計画の最新状況について、総務省の担当者に直接イン

タビューをする機会を得ることができた。

1.は じめに

荻原直彦(お ぎはらなおひこ)氏

総務省情報通信国際戦略局2技術政策課研究推進室長

 平成4年 郵政省(現 総務省)入 省。以来、情報通信

行政に携わり、平成21年 より情報流通行政局衛星 ・

地域放送課地域放送推進室技術企画官、平成22年 よ

り総合通信基盤局電波部電波政策課電波利用料企画室

長。平成25年 より現職とな り、多言語音声翻訳シス

テムの研究開発と社会実装を目標 とする 「グローバル

コミュニケーション計画」を推進 している。

 取材:2015年11月

 記事執筆:目 次由美子(LOGOStar)

 2020年 に東 京 で 開 催 され る こ と とな った オ リン ピ

ック とパ ラ リン ピ ックへ 向 け て 、訪 日観 光 客 の み な ら

ず 、 日本 国 内 の 地域 社 会 に居 住 す る外 国人 の増 加 に伴

い 、 グ ローバ ル な コ ミュ ニ ケー シ ョン の支 援 が 高 ま っ

て い る。この よ うな 状 況 に お い て 、総 務 省 は2014年4

月 に世 界 の 「言 葉 の 壁 」 をな く し、 グ ロー バ ル で 自由

な交 流 を実 現 す る こ と を ミッ シ ョン と した 「グ ロー バ

1こ の記 事 は一 般 社 団法 人 日本 翻 訳 連 盟 発 行 『JTFジ ャ

ー ナ ル 』2016年314月 号 との 同 報 掲 載 で す
。

2総務 省 情 報 通 信 国 際 戦 略 局 は
、 情 報 通 信 技 術

(lnformation&Communications Technology ICT)

を 経 済 の成 長 ・競 争 に お け る 重要 な源 と と らえ 、 グ ロ
ー バ ル な視 点 で の総 合 的 お よ び戦 略 的 な政 策 を 展 開 す

る上 で 、研 究 開発 、標 準化 活 動 、 国際 展 開 活 動 な どを
一 体 的 に推 進 して い ます

。

 荻原氏は音声翻訳の研究が始められたのは1980年

第後半であり、世に知られるようになったのは2007

年の後半であると紹介してくれた。2007年 に総合科学

技術会議(現 総合科学技術 ・イノベーション会議)で

音声翻訳のデモをしたことはニュースなどにも取り上

げられた。スマー トフォンが普及 しておらず、パ ソコ

ンで実演 されたシステムは、使い勝手の観点から良い

評価にはつなが らなかった。

 スマー トフォンの普及、通信事業者による音声対話

や翻訳アプリの実現なども経て、2020年 オリンピック

へ向けて「外国人が日本に来たときに困らないために」

と音声翻訳技術の社会実装の取 り組みが進められてい

る。

概6̀} 計ンmシ一ケニユ
ミ
、

nルバ一ログ

要

a

 グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 計 画 に は 、 「世 界 の

『言 葉 の壁 』 を な くす 」 とい う ミ ッシ ョン が 掲 げ られ

て い る。

 こ の ミ ッ シ ョ ン に は 、 以 下 の 三 つ の ビジ ョン が 伴

う。(1)多 言 語 音 声 翻 訳 シ ステ ム の 利 用 に よ る 「グ ロ

ー バ ル で 自由 な 交 流 の 実 現 」
、(2)多 言 語 音 声 翻 訳 シ
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ステ ム の 社 会 実 装 お よび 活 用 を もた らす パ イ オ ニ ア

と して の 「日本 の プ レゼ ン ス 向 上 」、(3)世 界 か ら集

ま る 選 手 や 観 客 を対 象 と し、 言 葉 の 壁 を 感 じ させ る

こ との な い 「東 京 オ リン ピ ッ ク ・パ ラ リン ピ ッ ク で

の 『お もて な し』」。

 この 計 画 の 核 を成 す 「多 言 語 音 声 翻訳 シ ス テ ム 」は、

国 立 研 究 開 発 法 人 で あ る情 報 通 信 研 究機 構(National

Institute of Information and Communications

Technology:MCT)で 開 発 され て い る。 た とえ ば 、

MCTは 「VbiceTra」(ボ イ ス トラ)と い う名 前 の スマ

ー トフ ォ ン向 け ア プ リを無 償 で提 供 して い る。 多 言 語

音 声 翻 訳 シ ステ ム は 、(1)音声 認 識 、(2)多言 語 翻 訳 、(3)

音 声 合 成 とい う三 つ の技 術 で構 成 され て お り、 日本 語

を音 声 入 力 す る と、直 ち に外 国 語 に翻 訳 し、 音 声 出力

され る。

 2015年10月 に は グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケー シ ョン計

画 に基 づ き 、MCTの 従 来 の研 究成 果 を反 映 させ た最

新 版 のVoiceTraが 公 開 され た 。ユー ザ ビ リテ ィ が 考慮

され ユ ー ザー イ ン ター フ ェ ー ス が刷 新 され た ば か りで

は な く、翻 訳 精 度 も著 しい 向 上 を遂 げ 、 ま た 、世 界 で

初 め て ミャ ン マ ー語 の 音 声認 識 ・音 声 合 成 に も対 応 し

た。29言 語 に対 応 し、10言 語 に お け る旅 行 会話 は 実

用 レベ ル に 達 して い るそ うだ。

 荻原:翻 訳 の 精 度 を 高 め るた め に は コーパ ス が 必 要

と され て い ま す。 要 す るに デ ー タベ ー ス です 。 た とえ

ば 、「日本 語 の 音 声 認 識 コー パ ス 」につ い て は 、聞 こ え

方 の 異 な る 「車 」 とい うデ ー タ を どれ だ け 多 く集 め ら

れ るか 、「対 訳 コー パ ス」につ い て は 、 日英 の 対 訳 デ ー

タ を どれ だ け多 く集 め られ るか 、 これ が 翻 訳 精 度 の 決

定 に 関 わ って き ます 。

 そ して 「グ ロー バ ル コ ミュニ ケー シ ョン計 画 」 が 策

定 され 、2020年 オ リン ピ ック ま で に社 会 実 装 す る とい

う 目標 の 下 、 取 り組 み が進 め られ て い る。

3.グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン計画 の推

  進

 多言語音声翻訳技術では、旅行分野の会話だけでな

く、特に、医療やショッピング分野における会話の翻

訳精度の向上に今後も取 り組む予定であるが、対応言

語数や雑音対策、長文翻訳などの課題 も抱えている。

病院、商業施設、観光地などでの社会実証を展開 して

いく予定である。

 河野:日 常会話全般を最終 目的にしていますか?

 荻原:旅 行や医療の会話を中心に取 り組んでいる中

で、一般的な日常会話 も自然な展開として翻訳精度が

上がっていくと考えています。

 た とえ ば 、成 田空 港 で は タ ー ミナル 内 の巡 回 案 内 ス

タ ッフ が タ ブ レ ッ トを利 用 して フ ラ イ ト情 報 や 施 設 情

報 な どを案 内 して い る。 これ に はNICTの 技 術 が活 用

され た 多言 語 音 声翻 訳 ア プ リ 「NariTra」 が活 用 され 、

ア ジア 地域 か らの 来 客 に 対応 して い る。

 2015年2月 に 開催 され た 「東京 マ ラ ソン2015」 で

は 、約3万6千 人 の 参 加 ラ ンナ ー の うち、約5千 人 は

外 国 人 ラン ナ ー だ っ た との こ と。 ラ ンナ ーや そ の家 族

に 対 す る給 水 ・給 食 、手 荷 物 管理 な どを行 う約1万 人

の ボ ラ ンテ ィア ス タ ッ フ に 「VbiceTra」 を 活用 して も

ら った そ うだ。 この よ うな 実 験 的 利 用 に お い て 、周 囲

の 雑 音 に よ り音 声認 識 が 芳 しくな か った な どの課 題 が

示 され た と同 時 に 、 外 国 人 との 会 話 に お け る利 便 性 も

挙 げ られ 、 期 待 の 高 さ も明 らか と な った。 東京 都や 関

係 機 関 と も連 携 し、 さ ら に多 言 語 音 声 翻 訳 シス テ ム の

社 会 実 装 へ 向 けて の 取 り組 み が続 け られ て い く こ と と

な って い る。

 こ の他 に も、 「2015東 京 国 際 ユ ー ス(U・14)サ ッカ

ー 大会 」 の 選 手 交 流 会 や
、 「2015ジ ュ ニ ア スポ ー ツア

ジ ア交 流 大 会(バ ド ミン トン ・卓球)」 に参 加 す る海 外

チ ー ム と都 内学 校 と の交 流 会 で も実験 的 利 用 に よ り、

専 門用 語 や 年 齢 層 に依 存 す る話 題 の拡 充 、 スマ ー トフ
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オンを操作するために作業を中断する必要性など、取

り組むべき新たな課題 も認識 された.

 2015年8月 、東京メトロでは訪 日外国人との円滑

なコミュニケーションを支援するツール として導入 さ

れ、岡山県警では外国人旅行者に対する道案内や遺失

物に関する対応の支援 として 「Voice'IYa」の試験利用

が開始されたなど、音声技術翻訳の活用の幅広さが伺

える。今後、フィー ドバ ックを受けてさらなる改善へ

とつなげる予定であるとのこと。

 また、民間企業 との共同研究 も進んでお り、アナウ

ンスにおける音声技術やロボットなどの先進技術との

融合により、さらなる効果が期待されている。

 荻 原:グ ロー バ ル コ ミュニ ケ ー シ ョン計 画 にお い て

大 き く掲 げて は い ませ ん が 、「防 災分 野 」も重 要 で あ る

こ と を認 識 して い ます 。

4.研 究体制の強化

 グ ロー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン計 画 を推 進 す る に あ

た り、NICT内 に は 「先 進 的 音 声 翻 訳 研 究 開発 推 進 セ

ン タ ー 」(Advanced Speech Translation Research

and Develop皿ent Promotion Center:ASTREC)が 設

立 され 、 民 間企 業 か ら約20名 の研 究者 を迎 え た。

 さ らに 、 グ ローバ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョン開 発 推 進 協

議 会 も設 立 され 、MCTを 中 心 に 産 学 官 の 力 を結 集 し

て 、 多 言語 音声 翻 訳 技 術 の精 度 を 高 め 、 さ ま ざ まな ア

プ リケ ー シ ョン に成 果 を適 用 して 社 会 展 開 して い くた

め の検 討 を行 っ て い る。 協 議 会 に は 音 声 翻 訳 に 関 連 す

る 大学 ・研 究機 関 ば か りで は な く、 医 療 、 交 通 、観 光

な ど関連 性 が強 く伺 え る分 野 、 そ の他 の 各 種 メ ー カ ー

や 翻 訳 に携 わ る企 業 な ど 、2015年10月 現 在 で128機

関 がす で に参 加 して い る。

 音声認識技術においては、人の声は認識 されても、

テレビの音声やスピーカーを介 したアナウンスの声は

認識されないことがある。アナウンスにおける技術の

発展は、防災分野での技術展開が期待 されている。

 2015年4月 に は 首 相 官邸 で 開催 され た 総 合 科 学 技

術 ・イ ノベ ー シ ョン会 議 に お い て 進 化 した 「VbiceTra」

の デ モ を 実施 し、2020年 オ リン ピ ッ ク ・パ ラ リン ピ ッ

ク 東京 大会 へ 向 け て端 末 の形 状 や 翻訳 精 度 の さ らな る

向 上 に つ い て言 及 した。

 ま た 、内 閣府 に よ る 「2020年 オ リン ピ ック ・パ ラ リ

ン ピ ック東 京 大 会 に 向 けた 科 学 技 術 イ ノベ ー シ ョンの

取 組 に 関 す る タ ス ク フ ォー ス 」 と連 携 した 総 務 省 の 研

究 開 発 も進 め られ て い る。 こ の タス ク フ ォ ー ス で は 、

「海 外 か らの 来 訪 者 な どに 多 様 な サ ー ビス を提 供 す る

た め の 意 志 ・情 報伝 達 サ ポ ー トの 実 現 」や 、 「『サ イ バ

ー フ ィ ジカ ル シ ス テ ム』 に よ る安 全 ・安 心 の 実 現 お よ

び 快適 な 『お もて な し』 の 実 現 」 な ど、9つ の プ ロジ

ェ ク トが検 討 され て い る。

5.将 来の社会実装に向けて

 音声翻訳で今 日抱えている課題の克服のみならず、

現実的な理想イメージが掲げられている。たとえばシ

ョッピングの分野では、見栄えも考慮 し、店員が所持

する端末のデザイン性への配慮な ども挙げられている。

 荻原:た とえば緊急医療でも、機械翻訳を使 うのに

適 した場面としては想像 しにくいかもしれませんが、

頭が痛いのかお腹が痛いのかを把握するだけで も大き

な違いをもたらすことがあると考えられます。

 ク リテ ィカルな場面では通訳者に接続するための

HELPボ タンの搭載など、実社会での現実的な利用を

見据えた目標が示されてお り、音声翻訳システムと人

による翻訳 ・通訳との棲み分けも考慮されていること

が伺える。

 タクシー業界などでは運転中にヘ ッドセットを装着

した り、スマー トフォンの操作は不可能であり、カー

ナビと組み合わせた端末の必要性など、協議会でさら
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に改善へつながる課題を集積する予定 とのこと。

6.翻 訳業界に及ぼす影響

 河野:翻 訳業界では機械翻訳の発展が 目覚ましいと

いう現状があります。グローバルコミュニケーション

計画の一部 として、音声翻訳への取組以外に、テキス

ト翻訳へ発展 させる予定はありますか?

 荻原:NICTで は特許文書なども含め、テキス ト翻

訳にも取 り組んでいます。ただし、旅行会話のためな

どとは異なるコーパスを収集する必要が発生 します。

音声翻訳への取組 と並行 して進めていく予定です。

 河 野:私 企 業 の 事 業 とは 異 な る と思 い ます が 、 世 界

戦 略 に つ い て お 考 え は お持 ち で す か?た とえ ば 、2015

年10月 末 の ア プ リ の ダ ウ ン ロ ー ド数 を 見 る と

VoiceTraは 約14万 、一 方 、 Google翻 訳 は約400万 で

す が?

 荻 原:日 本 語 を 取 り扱 う翻 訳 とい う点 で は優 れ た 技

術 で あ る と思 って い ま す。 表 現 豊 か な 日本語 特 有 の 言

い 回 しな ど も含 め 、 日本 国 内 の 利 用 者 か らの 要 請 に は

さ らに 迅 速 に 対 応 す る枠組 み をつ くっ て い き た い と考

えて い ま す 。

 河野:グ ローバルコミュニケーション計画が翻訳業

界に影響を及ぼすようなことは考えられますか?た と

えば、シンポジウムやセ ミナーを通 じて、協議会の参

加企業が機械翻訳の利用を促進するような機会がもた

らされるでしょうか?NICTに 限定せず、機械翻訳の

技術を活用 している翻訳支援ツールはありますが。

 荻原:協 議会の参加企業にも、同様のシステムを活

用している企業はあります。また、協議会の次の活動

では、会員企業の情報交換会を計画 しています。翻訳

技術を活用する様々なテクノロジーを見せ合 うとい う

ところでしょうか。グローバル コミュニケーション計

画を推進することにより、NICTの 翻訳技術が多方面

で活用されることを望んでいます。
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一
      スマー トフォン向け音声翻訳アプ リ

RECAIUS刑 「音 声 トラ ン ス レー タ」

株式 会社東 芝 インダス トリアルICTソ リュー シ ョン社

 株 式 会 社 東 芝 は 、 意 思 疎 通 ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョン

を サ ポ ー トす る ス マ ー トフ ォ ン 向 け 音 声 翻 訳 ア プ リ

「RECAIUS'"音 声 トラ ン ス レー タ」を発 表 しま

した。

1.RECAIUS(リ カ イ ア ス)と は

 音 声 や 映 像 か ら人 の 意 図 や 状 況 を理 解 し、人 に わ か

りや す く伝 え、 人 々の 様 々 な活 動 をサ ポ ー トす る ク ラ

ウ ドサ ー ビス の 総 称 で す 。東 芝 は 、人 の 「見 る ・聴 く ・

話 す 」とい っ た能 力 をRECAIUSで 補 完 ・支 援 し、

多 くの 人 が 安 心 、 安 全 、 快 適 に 過 ごせ る社 会 の 実 現 を

目指 しま す 。

2. 「音 声 ト ラ ン ス レ ー タ 」 と は

 「音 声 トラ ン ス レー タ 」 は 音 声 翻 訳 ア プ リで す。 ス

マ ー トフ ォ ン に 向 か っ て発 話 した 内容 を 、 テ キ ス トと

音 声 で リアル タ イ ム に翻 訳 しま す。

★逐次翻訳

 長い文や複雑な文章でもシステムが自動判別 し、

話すと同時に翻訳。自然な会話が可能。

★専門用語の辞書登録

 専門用語や外国人観光客に分か りやすい対訳を付

けてお客様専用辞書に登録可能。

 ※別途登録作業が必要です。

★音声認識 ・口語翻訳 ・音声合成の連動システム

 同時通訳に必要な音声認識 ・口語翻訳 ・音声合成

の技術を自社開発。これ らの連動システムをクラウ

 ドで実現。

〈翻訳対象言語〉

 ・日本語⇔英語

 ・日本語⇔中国語(簡 体字)

 ・日本語⇔中国語(繁 体字)

 ・日本語⇒韓国語

〈 主 な用 途 〉

 商 品や 施 設 の ご案 内 、 イベ ン ト ・ツ ア ー ・店 舗 で の

接 客 にお い て外 国 の 方 との コ ミュ ニ ケ ー シ ョン を助 け

ます 。 交通 機 関 ・商 業施 設 な ど様 々 な シー ンで ご利 用

可 能 で す 。

【例 】一 般 的 な 翻 訳 サ ー ビ スで は 、 「トレー ナ ー 」な ど

の 和 製 英 語 は 、本 来 の意 味 「ス ポー ツ の トレー ナ ー 」

と して 翻 訳 され て しま い ます が 、和 製 英 語 と対 訳 の 事

前 登 録 に よ り、 正 確 な翻 訳 で シ ョ ッ ピン グ をサ ポー ト

で きま す 。

服の 「トレーナー」を案内したい!愚 Before

      ,

"

(

sナαff

Trainer?

▼

冨

贈 罵
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【画面例】

贋る

一

 英語    フレーズ

マイクアイコンをタンフして醐訴を理娼

…0

甲
・IP;he、{IC↓CO蝋oSτ ∂猷 恥rs:allng

English

〈主な機能〉

★同時通訳機能

⑨
癒

■

日本語 ・英語 ・中国語の音声翻訳を実現

★多言語同時通訳機能

 日本語から英語、中国語、韓国語への翻訳結果を同

時に表示することが可能。翻訳言語がわからない際に

も対応が可能。

★ フ レー ズ集(定 型 文)登 録 機 能

 説 明で 良 く使 うフ レー ズ を、カテ ゴ リー ご とに分 け て

登録 。 正確 な対 訳 を用 い る こ とで 、丁 寧 な 対応 が 可能 。

<動 作 環 境>

OS:Android5.1

※ios 次 バ ー ジ ョ ン以 降 リ リー ス 予 定

〈検 証 端 末>

Nexus6 (AndroidOS5.1.1)

3.そ の 他 の 製 品 ライ ンナ ップ

製 品 ライ ンナ ップ と して 、WebAPIタ イ プ の 「同 時 通

訳 サ ー ビス 」 も ご用 意 して い ま す。

★ 同時 通 訳 サ ー ビス

 「同 時 通 訳 サ ー ビス」 は、 音 声 翻 訳 に 必 要 な 音 声 認

識 、口語 翻 訳 、音 声合 成 エ ン ジ ン をWebAPIで 利 用 で

き るサ ー ビス で す 。

〈管 理 機 能 〉

 アカ ウ ン ト認 証

 ロ グ管 理

く音 声 認 識 機 能 〉

 対 応 言 語:日 本 語 、 英 語 、 中国 語

 辞 書 カス タマ イ ズ:日 本 語 の み 単 語 の 辞 書 登 録

 (最大1万 語)

〈 口語 翻 訳 機 能 〉

 対 応 言 語:日 本 語 ⇔ 英 語 、 日本 語 ⇔ 中国 語 、 日本 語

 ⇔ 韓 国 語

 辞 書 カ ス タマ イ ズ:対 応 言 語 の 単語 の 辞 書 登 録

 (最大1万 語/言 語)

〈音 声 合 成 機 能 〉

 対 応 言 語:日 本 語 、米 語 、北 京 語 、韓 国 語

く動 作 環 境 〉

 管理 ポー タルWebブ ラ ウザ

 ‐ InternetExplolerll

 -Chrome 最 新 版

 一Firefox35以 上

 ‐ Safari 8.0.3

■ 製 品 情 報

 「RECAIUSTMホ ー ム ペ ー ジ 」

 http://www. toshiba. co. jp/cl/pro/recaius/

・本 内 容 は 予 告 な く変 更 す る場 合 が あ りま す。

・RECAIUSは 、株 式 会 社 東 芝 の 商標 です 。

・Microsoft 、 Windows、 InternetExplolerは 、 米 国

MicrosQft CorpQrationの 米 国 ま た は そ の 他 の 国 に

お け る登 録 商 標 ま た は 商 標 で す 。

・本 記 載 の 社 名 及 び 商 品 名 はそ れ ぞ れ 各 社 が 商 標 また

は登 録 商 標 と して 使 用 して い る場 合 が あ りま す 。
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眠 ・.乳 溜二

多言語翻訳を支える大規模な辞書データベース

春遍 雀 來(ハ ルペン ジャック)

株 式 会 社 日中 韓 僻 典 研 究 所(CJKI) http://v…v.cjk.org

1.は じめ に 膨 大 な辞 書デー タベ ー スの構 築 ・拡張 を続 けてい る。

近年、技術 ・学術 ・文化等の多方面に於いて諸外国と

の相互理解 ・交流の重要性が再認識されている。20

20年 の東京オリンピック開催に向け、多言語情報の

需要は今後ますます高まるであろう。

IT技術の発達に伴い、多言語情報は企業から一般ユー

ザーまで広く活用されるようになったが、そのような

技術に不可欠なのが豊富な情報を包括した大規模な

辞書データベースである。

3.機 械翻訳と人間翻訳、および作業効率と

  精度の向上

地 名やPOI(points of interests=ホ テル 、公 園、大

学 等)は 数 が膨大 であ る上 、名 称が変 更 され る場 合 もあ

り、人 間が全て翻訳す るのは難 しい。各言語体 系に基づ

く正 しい表記 が必要 で あるため全面機械 化 も不 可能で 、

辞書 デー タベ ースが必須 とな る。

日中韓辟典研究 所(CJKI)は 、 日中韓英 を 中心 とす る

辞 書デー タベー スの編纂 を行 ってい る。

日中韓英辞書デ ー タベー スには、固有名詞 ・専門用 語

の他 、日本語の 語彙 ・異表記等 も含 めて約2400万

項 目が収録 され てい る。 またIT関 連 の大 手企業 に広

く採用 されてい る中 日 ・日中専門用語デー タベー スは、

20分 野 に亘 る専門用 語 を網 羅 した 日中対 訳辞 書 で

あ る。

全面的な自動翻訳が不可能であるため、求められる精度

と費用を勘案して機械翻訳と人間翻訳の割合を決定す

る。固有名詞翻訳作業に当たっては字訳 ・音訳 ・意訳 ・

意音訳 ・翻訳の5種 類と、それらの組み合わせによる変

換方法がある。機械化可能な割合が高く、安価で速いが

精度が上がりにくいものから、人間翻訳で高価だが翻訳

としての正確さを期す(定訳を選択する)ものまで様々

である。

これらの辞書データベースは、特許翻訳を含む翻訳業

務の分野で人間の手による翻訳及び機械翻訳の作業

効率と精度を格段に向上させてきた他、形態素解析 ・

固有名認識 ・用語抽出等、自然言語処理に於ける幅広

い分野で応用が可能である。

2.多 言語辞書の重要性

   (固有表現抽出と処理)

辞書データベースは、翻訳のみならず各種データ処理の

場面でも活用される。

例 えば 自然言 語 処理 にお いて特 に扱い が難 しい 固有名

詞で は、異表 記のバ リエー シ ョン(ア ラブ人名 「アブ ド

ゥル ・ラフマー ン」には千通 り以上 のアル ファベ ッ ト表

記 が ある)、 平仮名表 記の 中国語 訳(市 町村 名等)に 対

応 しな けれ ばな らな い。ま た、一般語彙 に於 ける同義語

(「SQftware」は簡体字 では 「軟件 」、繁体字 では 「軟腫 」

と表記)を 処理 す る際 にも辞書デー タベ ースは有用 であ

る。

これらの問題点を踏まえ、当研究所では専門用語を含む
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日本 の地名 ・公共施設名

Japanese

Chinese(SC)

Chinese(TC)

Korean

English

Arabic

Indonesian

Vietnamese

Thai

Hindi

Russian

German

Portuguese

Spanish

French

Italian

成田国際空港

成田国Rr机 場

成田國際機場

L卜己lE卜号 スit≡ト著

Narita International Airport

」山 じ の い"ユ メ ユ1

Bandar Udara Internasional

     Narita

San bay quo"c te"Narita

a桃 つ3」i〕↓un駄1?」1飼 脇、母田:

禰 禰 醸姻
Me?K,uyHapOAHblli

   a3ponopr

    HapHra
[nternationaler

Flughafen Narita

Aeroporto Internacional

    de Narita

Aeropuerto International de

      Narita

Aeroport international

    de Narita

Aeroporto Internazionale

    di Narita

京都府庁

京都府斤

京都府磨

ユ呈TOi

Kyoto Prefectural Office

辱』 ≦凶軌 ムL4典 潔 ≦

Kantor Pemerintahan Kyoto

Toa nha chink quyen tinh Kyoto

商m5軸 ξoし肋柚

粛 鯨R岡

 aRMHHHCTpauHH
IIpegE'KTypblKHOTO

Pra fekturverwaltun g Kyoto

Sede do Governo de Quioto

Oficina Prefectural de Kyoto

Prefecture de Kyoto

Sede del Governo

prefettizio di Kyoto

4.自 然言語処理への幅広い応用

自然言語処理で課題となる以下の異表記をデータベー

スに全て包括することで、対応が可能になる。

異表記.日 本語は世界でも表記の幅が広い言語であり、

    漢字表記 ・平仮名表記 ・片仮名表記 ・交ぜ書

    き等がある。更に片仮名語の異表記(コ ンピ

    ュータとコンピューター、メイ ドとメー ド等)

    も多数出現する。

同音異形 異義語:う まい;美 味 い、上手 い、巧 い等。

5.日 中韓英大規模辞書データベースの

   ご提供

当研究所では、こうした異表記を網羅する日中韓英各語

とアラビア語の大規模な辞書データベースを提供し、世

界の大手企業がこれを採用している。中国語のデータベ
ースには検証済みの正確なピンインも収録されている。

先進的な計算辞書学の手法によって構築・維持された当

研究所のデータベースは、固有名詞 ・専門用語の他、日

本語の語彙 ・異表記 ・音韻等も含め、約2400万 項目

に上る。
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日中韓英固有名詞データベース

轍 轟 漁 醜 蓑鑛

鰻懇灘  1・漏.

中国人名

中国地名

沸 嘩人名

韓国地名

穏ポ人名

日本人姓

β未増名

西洋人名

茜洋地名

合 計

 so+,000

2,400

13,000

5,900

39E},00醸

150,000

77,000

31,000

1,100

1.670,400

溝666聾伽 、

5,600

2,IEN)

2,000

28蔦0籐

91,000

74,000ゴ

38,000

Z600

1.496,200

、韮.㈱.00{}'

3,000

講亀瞬

5,900

糠riII,4

150,000

勲7、 ⑳◎』

io,000

、1,80U

1,650.700

中 日日中専門用語データベース

医学

生物

葬鈎

生物

鎖

生物

讐蓮 膨 .触

医学

医学

費上腺素能受体[

衆和性

崇和層析法

疎脂ガ散法

球脂糖

疎脂肢

炎蛋白

英天花

[難 性試験

交座性肉芽肺

     ジぎ 灘

鍵 壁 藁難 体 嬉

親和性

、舅揮 臨鴛翼

寒天拡散法

ナ加 ごス議 。

アガ ロペクチン

勲 ズir¥.1:撫 麟

ア ラス トリム

アレルギー性肉芽腫
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「日中韓菊固有名詞データベース」は

日中韓英語の各種固有名詞辞典を含

み、総計1000万 項目に及ぶ、他に類を

見ない大規模なデータベースである。

用途

機械翻訳

情報検索

形態素解析

電子辞書

入カシステム

固有名認識

「中日日中専門用語データベース」は

日中二ヶ国語の双方向対訳辞書であ

る。コンピュータ科学からバイオテク

ノロジーに至る20分 野に亘る幅広い

専門用語を収録 しており、収録語は中

日・日中それぞれ約80万 語、総計約

160万 語に及ぶ、

用 途

4 特許翻訳を含む各種翻訳業務

4 用語の抽出やインデックス作成

   に役立つ情報検索アプリケー

   ション

φ 形態素解析や分節システム

   等、各種の自然言語処理アプリ

   ケーション

4 スマートフォンアプリケーション

  や電子辞書・CD-ROM等



6.ま とめ

 統計型機械翻訳だけでは翻訳及びデータ処理上

の全ての問題 を解決す ることはできない。統計処

理、辞書検索、ルール処理のハイブリッ ド型機械

翻訳が最も有効である。CJKIは 人間翻訳に役立つ

辞書データのみならず、このようなMTシ ステムを

サポー トす る各種の大規模な辞書データベースを

提供 している。
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卜AMT会 員のひろぱ

 AAMT会 員 の新 た な 交流 の場 をAAMT Journal誌 面 上 で 提供 す るべ くス ター トい た し ま した 「AAMT会 員 の

ひ ろ ば 」、会 員 の皆 さま の ご助 力 を い た だ き ま して 、第 一 回 のNo.41の ス タ ー トか ら第 十 八 回 を 迎 え る こ とが で き

ま した 。 今 号 で は 、 法人 会員 一社 か らの ご寄稿 を い た だ い てお ります 。

 独 自の お 取組 み の ご紹 介 、機 械 翻訳 研 究 へ の提 言 、AAMTの 活 動 へ の ご要 望 な ど、 今 回 も貴 重 な ご意 見 をお 寄

せ い た だ きま した。

 AAMT Journalで は今 後 も引 き続 き 、会 員 の皆 さ まか らの ご寄 稿 を心 よ りお 待 ち して お ります 。

 ご寄 稿 ・お 問 い 合 わせ はAAMT事 務 局(E・mai1:AAMT-info@A.AMT.info)ま で宜 しくお 願 い い た します 。

法 人会員(敬 称略 ・50音 順)

会 員 名

株 式 会 社 イ デ ア ・イ ン ス テ ィテ ユー ト 1 1DEA INSTITUTE INC.

http:〃www.ideainstitute.co.jp/         プ ログ サ イ ト http:〃www.ideainst.com/blog1

【本 社 】 〒150-0013 東京 都 渋 谷 区 恵 比 寿3・1・3 イ デ ア ビル

【大 阪 営 業 所1〒530-0055大 阪 市 北 区野 崎 町9・8 永 楽 ニ ッセ イ ビル 8F

自 己紹 介

 弊 社 は1973年 に創 業 させ て い た だ き 、今 期 は44期 目 とな ります が"所 謂"翻 訳 会 社 で あ りま す。"所 謂"を 殊

更 につ け た理 由 は 「翻 訳 会 社 」 とい う自 己紹 介 にっ き 、 多様 な 場 面 で 、 「翻訳 会 社 」 を知 って い らっ しゃ る方 と 、

そ うでは ない 方 とお 話 しを 始 め る時 の ギ ャ ップ を感 じる時 が 多 い か らで あ ります 。 従 っ て筆 者 は 最 近 は 「翻 訳 会

社 」との係 りが あま りな い 方 へ の 自 己紹 介 は、横 文 字 を安 易 に使 うこ とは大 変 失 礼 な こ と と充 分 に承 知 しつ つ も、

<所 謂"LSP(Language Service Provider)"と 呼 ばれ て い て 、言 語周 りの 翻 訳 を含 めた ライ テ ィ ン グ、制 作 、DTP、

印 刷 、 通 訳 、 ロー カ ライ ゼ ー シ ョンな ど含 め 、 お 客 様 の ご要 望 に 沿 っ た 、80言 語 以 上 の 多言 語 展 開 の サ ー ビス を

させ て い た だ い て い る 会 社 で す 〉 とお 答 えす る よ うに して い ま す。 これ で なん とな く"ふ 一 ん 、そ うで す か"と 言 っ

て 頂 い て ほ っ と して い る と ころ も ご ざい ます。

 弊 社 は 過 去AAMTに 所 属 させ て頂 い て い た時 期 も ご ざ い ます が 、昨 年2015年 に復 帰 させ て頂 く こ とが で きま

した 。 事 務 局 の 皆様 、 先 輩 会 員 の 皆 様 の お 世 話 に な っ て い る と ころ で ご ざい ます 。

 筆 者 自身 は1978年 に初 め て大 学 の教 養 課 程 で 、工 学 系 学 生 は必 修 で あ っ た確 か機 械 計 算 演 習 とか い う名 前 の 実

習 で 、UNIVAC 1106と い う"当 時"の 大 型 コ ン ピュー ター に触 れ 、今 で はパ ソ コン ー 台 で難 な くで き る こ とを パ

ンチ カ ー ドを 打 つ と ころ か ら始 め 、今 で は 古 典 で あ ろ うFORTRANやCOBOLの 入 門編 を恐 る恐 る さわ っ て い た

程 度 で あ ります。 誤 解 が な い よ うに で す が 、 筆 者 はMTエ ン ジ ン作 成 に必 要 で あ ろ う と ころ の 高 等数 学 とは 縁 の

ない バ ケ ガ クの 世 界 へ 進 む こ とに な り、 そ の 後 企 業 か らフ ラン ス や ドイ ツへ 留 学 させ て い た だ い たの は 有機 化 学

で あ り、30代 中頃 に は 既 に"文 転"し 、今 日で もMTの アル ゴ リス ム は ブ ラ ソク ボ ック スで あ ります 。
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MT1翻 訳 と の か か わ り

MTお よ び翻 訳 業 界 に期 待 す る こ と

 今 で は 自分 の学 生 時 代 で あ っ たの か 、企 業 へ入 っ て か らの こ とか記 憶 も定 か で は あ りま せ ん が 、 「イ ンベ ー ダ ー

ゲー ム」 とい うゲ ー ム を覚 えて い る方 も い らっ しゃ る か と思 い ま す 。 これ を 当 時 、 自分 の 浅 学 も顧 み ず に 機 械 語

(所謂 二 進 法 の 世 界 そ の もの)の プ ロ グ ラ ム を雑 誌 に 公 開 され て い るそ の ま ま を 、 わ け もわ か らず コ ン ピ ュー タ

ー へ 入 力 し、 ピ コ ピ コ とゲ ー ムセ ン ター そ の ま ま の 世 界 が 出 現 した と き は非 常 に 驚 い た 経 験 が あ ります。 つ ま り

これ はブ ラ ック ボ ック スで 遊 ん だ大 昔 の 経 験 で あ りま す 。

 MTに は バ ックナ ンバ ー に お い て 、先 輩 会 員 さま が こ の広 場 で も書 かれ て い ます よ うに 、大 き く分 け て 、 RBMT

とSMTと 、つ い で に言 え ば それ らの 複 合 した ハ イ ブ リ ッ ド型 と い う分 類 が あ るか と思 い ます 。弊 社 で は欧 米 よ り

お くれ る こ と10年 余 で 翻訳 支援 ツール を 、そ れ で も本 邦 で は決 してお くれ ず に 、20年 ほ ど前 の1996年 に導 入 を

してお ります 。 しか し、上 記MTツ ール に っ い て は や っ と実 用化 の段 階 へ踏 み 込 ん で きて お り、 欧州 か らの遅 れ

は十 二 分 に 承 知 しつ つ も 、や っ と よろ よ ろ と立 ち あ が っ た 新 生 児 の 状 況 です 。 一 方 、SMTへ 適 用 で き うる、44

年 の 翻 訳 業 務 を営 ん だ 中 で蓄 積 した メモ リー(TM)は 弊社 の ア セ ッ トとい っ て 宜 しい か と思 い ます 。

 RBMTに せ よ 、SMTに せ よ 、弊 社 に と って は ブ ラ ッ クボ ックス で あ ります が 、そ の ア ウ トプ ッ トの 品 質 の評 価 、

そ して 、そ れ をHT(所 謂 人 間 が翻 訳 した完 成 品?レ ベ ル)の レベ ル ま で高 め るPE(Post Edit;ポ ス トエデ ィ ッ ト)、

MTで デ ー タ処 理 をす る前 の 元 言 語 を機 械 に 易 しい 言 語 表 記 ・配 列 へ 修 正 す るプ リエ デ ィ ッ トや 、機 械 に易 しい ラ

イ テ ィン グな ど、MTは ブ ラ ック ボ ック ス で あ っ て も大 昔 に イ ンベ ー ダ ー ゲ ー ム で(知 的 に?)遊 ん だ よ うに 、

弊 社 の よ うな ユ ー ザ ー はそ れ らを 実用 的 に使 う こ とは で き る ので は な い か と近 未 来 に期 待 を して い る とこ ろ です 。

そ して そ れ は さま ざ ま なお 客 様 と外 部 の 協働 者 の 皆 様 と も ウ ィ ン ウィ ン 、 い え 、 近 江 商 人 の 「三 方 よ し」 の世 界

の 実現 を期 待 して い ます 。

 最 近 の 文 献 類 に よ ります と、RBMT単 独 は決 してMTの 世 界 の トップ ラ ンナ ー で は な い よ うで す が 、 そ の デ ー

タ処 理 の 速 さ に は驚 か され る ば か りです 。 これ もブ ラ ック ボ ック ス で あ っ て もそ の ブ ラ ック ボ ック ス は所 詮 機 械

です の で 、 そ の 性 格 、機 能 、特 徴 を つ か ん で 優 しくそ の デ ー タ を人 間 が 後 処 理 をす る 、 ま た は そ の ア ウ トプ ッ ト

の特 徴 を 踏 ま え た うえ で活 か してや る 、 とい っ た 新 入 社 員 を教 育 す る よ うな 優 し さ も業 務 に展 開 で き る の で は な

い か と筆 者 の よ うな 現 役 卒 業 世 代 は感 じ る こ との 多 い この 頃 で す。

株式会社イデア ・インスティテユー ト

             相談役

           古畑 欣也

AAMTへ の要望

 AAMT内 でのさまざまな会員企業さま、個人さまとのふれあいの場の提供を感謝 しています。さらにAMTAや

EAMTと の情報の共有化のプラッ トフォームのような場の深化も期待 しております。
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一
こ れ ま で のAAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ンVol.8

       機械翻訳課題調査委員会WGl、 WG2

は じめに

 AAMT Forumを 通 じて 配 信 した メー ル マ ガ ジ ンの

バ ッ クナ ンバ ー を お 届 け しま す。 今 回 は 第66号 か ら

第74号 です 。

 今 回 は 、昨今 の 訪 日観 光客 の 増加 を背 景 と した様 々 な

MTア プ リケー シ ョン ・サー ビス に 関す る記 事 に加 え、

Google翻 訳 サー ビス が10周 年 を迎 えた とい う記 事 も

あ りま した。この10年 で対応 言 語 が3言 語 か ら103言

語 に増加 したそ うです 。 これ か ら10年 後 、20年 後 、 ど

の よ うに変 化 を迎 え るの か 楽 しみ で す。今 後 もメール マ

ガ ジ ン を通 じて様 々 な情 報 を皆 様 に配 信 させ て い た だ

き ます。

 尚、 メー ル マ ガ ジ ン と して 配 信 す べ き情 報 が ご ざ い

ま した ら、 是 非 お 知 らせ くだ さい 。 ま た 、 そ の 他 、 お

気 付 きの 点 な ど もAAMT事 務 局 ま でお 寄せ くだ さい。

よ ろ しくお願 い い た しま す。

 で は 、メ ー ル マ ガ ジン 第66号 か ら第74号 、そ して

号 外 を 再 び お届 け します 。

■看板を撮るだけで外国語表示に!訪 日外国人向け案

 内サービス

 NTTサ ー ビス エ ボ リュー シ ョン研 究 所 は 、1月22

日 まで パ シ フ ィ コ横 浜 で 開 催 され た 「SCビ ジネ ス フ

ェ ア2016」 に て 、 丸紅 テ ク ノ シス テ ム とpdcの 合 同

ブ ー ス 内 で 「か ざ して 案 内 サ ー ビス」 の参 考 展 示 を行

い ま した。

http:〃www.rbbtoday.com/article/2016/01/291139208.

html

■進 化 す る 医学 専 門翻 訳 ソフ ト!「LogoVistaメ デ ィ

 カル 」 シ リー ズ

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016!02!04配 イ言vol.066

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 立

春 が 過 ぎ ま した が 、 まだ まだ 寒 さは 厳 しい で す ね 。 例

年 よ りも遅 い そ うで す が 、 今 年 もイ ン フル エ ンザ の 流

行 シー ズ ンに 入 りま した。 うが い 、 手 洗 い を忘 れ な い

よ うに しま しょ う。 で は 、 メ ール マ ガ ジ ン第66号 を

お 届 け しま す。

 ロ ゴ ヴ ィ ス タ株 式 会 社 は 、 医 学 文 献 翻 訳 ソ フ ト

「LogoVistaメ デ ィカル2016ベ ー シ ック1フ ル バ ッ

ク」Windows版 、 Macintosh版 を、2016年2月12

日(金)よ り、 全 国 パ ソ コ ン シ ョ ップ 、 カ メ ラ系 量 販

店 な どで 発 売 しま す 。

https:〃www.logovista.co.jp/LVERP/info)rmation/new

s/2016-0120-med2016.html

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016102118配 信vol.067

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当 で す。 春

寒 の 候 、 い か が お 過 ご しで し ょ うか。 暖 か くな っ て き

た と思 った ら真 冬 の 寒 さに逆 戻 りな ど、春 を前 に して
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天気が変わりやすい時期にな りま した。体調を崩 さな

いようにその時々の服装に気をつけましょう。

■ フ ィー ト、 ス マ ー トフォ ン向 けサ ー バ ー レス 型 音 声

 翻 訳 ア プ リ

■Google、 Google翻 訳 の 対応 言 語 に13言 語 を追 加

 Googleが 翻 訳 サ ー ビス 「Google翻 訳 」の 対 応 言 語

に海 外13言 語 を 追 加 し、合 計 で103の 言 語 に 対 応

した と発 表 しま した 。

http:〃getnews.jplarchives11403221

 情 報 通 信 研 究 機 構(NICT)が 開発 した 翻 訳 技 術 を

ベ ー ス に 、 フ ィー トは イ ン ター ネ ッ トに接 続 で きな い

環 境 で も利 用 で き る スマ ー トフ ォ ン向 け サ ー バ ー レス

型 音 声 翻 訳 ア プ リ 「ど こで も翻 訳 」 を2016年2月4

日か ら提 供 開 始 しま した 。

http:〃itpro.nikkeibp.co.jp/atcllnews/16/020800399/?

rt=nocnt

■Microsoft'IYanslatorで11言 語 の オ フ ラ イ ン 翻 訳 が

 可 能

最 新 バ ー ジ ョンのMicrosoft Translatorア プ リに オ

フ ラ イ ン で のサ ポー トが搭 載 され ま した。

http:〃www.lifehacker.jp/2016!021160227microsofヒ_t

ranslatorll.html

■三菱地所が接客向け翻訳アプ リを開発、まず1000

 店舗で活用開始

 情報通信研究機構(NICT)が 開発 した多言語音声

翻訳アプリ 「VbiceTra」をベースに、三菱地所 と三菱

地所プロパテ ィマネジメン トは接客用途に特化 した多

言語翻訳アプリを開発すると発表 しました。

http:〃itpro.nikkeibp.co.jp/atcUnews/16/021000422/

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016103118配 信voLO69

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 こ

の 頃 は す っか り春 ら し くな っ て ま い りま したね 。 本 年

度 も終 わ りが 近 づ い て きま した が 、 新 年度 の 準備 は よ

ろ しい で しょ うか。 で は 、 メー ル マ ガ ジン 第69号 を

お 届 け しま す。

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016103103配 信vol.068

 こん に ちは 。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。 ひ

と雨 ご と に春 の 色 が濃 さ を増 す この 頃 、 い か が お 過 ご

しで しょ うか 。 真 冬 に戻 っ た よ うな 大 荒 れ の 天 気 か ら

暖 か く な り、 春 の到 来 を感 じます ね 。 で は 、 メー ル マ

ガ ジ ン第68号 をお 届 け しま す。

■翻訳能力をTOEICに 換算 してよいか

機械翻訳の性能をどのようにTOEICス コアへ換算

しているのかと、その方法に対 して、翻訳者として感

じる疑問についてのプログ記事です。

http:1/blog.nishinos.com/archives/5019627.html
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■音声翻訳アプ リ搭載の駅案内用タブレッ トを全駅に

 導入～"訪 日外国人旅客のおもてなし"を 強化!～

 京浜急行電鉄株式会社は、一部の駅のみに導入 され

ていた音声翻訳アプリ搭載の駅案内用タブレット端末

を、2016年2月18日 か ら泉岳寺駅を除く京急線全72

駅に導入しました。

http:〃www.keikyu,co.jplcompanylnews/20151201602

17HP 15201TK.htm1

滑 な コ ミュニ ケ ー シ ョン を実 現 しま した 。

http:〃news.kddi.com/kddi/corporate/csr-topic120161

03/20/1684.htm1

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016104115配 信vol.071

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016104/01配 イ言vol.070

 こん に ちは。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 陽

春 の候 、 い か がお 過 ご しで し ょ うか。 こ の時 期 は春 眠

暁 を 覚 えず とい い ます が 、寝 坊 しな い よ うに気 をつ け

ま し ょ う。 で は 、 メー ル マ ガ ジ ン第70号 をお 届 け し

ます 。

■凸版印刷、自治体窓口業務向け音声翻訳システムの

 研究開発に着手

 凸版印刷はフィー トと共同で、自治体窓口業務に対

応 した国内で初めての音声翻訳システムの研究開発に

着手したと発表 しました。

 こ ん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 吹

く風 もや わ らか く、過 ご しや す い 日々 が続 く季 節 とな

りま したね 。 新 生 活 に も慣 れ た頃 で し ょ うか。 ず っ と

張 り詰 めて い る と疲 れ ます が 、慣 れ 始 めが 危 険 とも い

い ます の で 、 適 度 な 緊 張 感 を保 ち ま しょ う。 で は、 メ

ー ル マ ガ ジ ン第71号 をお 届 け しま す
。

■Microsofし のデ ィー プ ラー ニ ン グ採 用 翻 訳 ア プ リ、

 ios版 で もオ フ ラ イ ン対 応

http:〃news.mynavi.jplnews12016!03123!089ノ

■ 「瀬戸内国際芸術祭2016」 で多言語音声翻訳シス

 テムを活用 した訪 日外国人の 「おもてな し」を実現

 KDDIは 、多言語音声翻訳システムを 「瀬戸芸」の

案内スタッフにご利用いただくことで、従来課題とな

っていた 「瀬戸芸」の案内スタッフと訪 日外国人の円

 米MicrosoftはiOS版 翻 訳/通 訳 ア プ リ 「Microsoft

Translator」 を ア ップ デ ー トし、 オ フ ライ ン で の利 用

を可 能 に した と発 表 しま した。 利 用 で き る言 語 パ ッケ

ー ジはAndroid版 よ り多 い40力 国 語 以 上 で す
。

http:〃www.itmedia.co.jp/news/articles/1604/11/new

sO79.ht皿1

■特許庁 と国立研 究開発 法人情 報通信研 究機 構

 (MCT)の 特許文献の機械翻訳に関する協力の継

 続について

 平成26年7月 、特許庁とMCTは 平成27年 度末ま

で特許文献の機械翻訳の精度向上及び活用促進の協力

を進めることに合意 してお り、平成28年 度はその協

力の範囲を拡大 した上で、協力関係を継続することと

なりました。
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https:〃www.jpo.go.jp/shiryou/toushin/chousa/nict_k

ikai_honyaku.htm

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016105!13酉 己イ言voLO73

AAMT Forumメ ー ル マ ガ ジ ン

2016104127配 信vol.072

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ 担 当で す 。今

年 も ゴー ル デ ン ウ ィー クが や って きま した ね 。旅 行 に

出か けた り、 家 で ゆ っ く り過 ご した りと予 定 は 人 そ れ

ぞ れ だ と思 い ま す が 、 大 型 連 休 を満 喫 しま しょ う。 で

は、 メー ル マ ガ ジ ン第72号 をお 届 け します 。

■翻 訳 ピカ イ チ シ リー ズ3製 品 の 新 バ ー ジ ョン を5年

 ぶ りに 発 売!

 株 式 会 社 ク ロス ラ ンゲ ー ジは 、翻 訳 ピカ イ チ シ リー

ズの 中 日 ・日中翻 訳 、 韓 日 ・日韓 翻 訳 、 英 語+欧 州5

か国 語 ⇔ 日本 語 翻 訳 の3製 品 を 、2016年5月27日 よ

り販 売 します 。

http:〃prtimes.jp/mairi/htmUrd/p/000000080.000002

804.htm1

■Androidア プ リ 「Microsoft Translator」 に 画像 認 識

 で の 自動翻 訳 機 能 が 追加

 撮影 した画像に含まれる言語は、自動検出のほか英

語や中国語など21力 国語 を指定可能です。そこから

クリンゴン語などを含む48力 国語への翻訳が可能で

す。

 こん に ち は。AAMT Forumメ ル マ ガ担 当 です 。 立

夏 の 候 、い か が お 過 ご しで しょ うか。大 型 連 休 を終 え 、

リフ レ ソシ ュ は で き た で し ょ うか 。 心 身 を休 め た ら、

五 月 病 な ど に罹 らぬ よ うに気 を 引 き締 め て い き ま しょ

う。 で は、 メー ル マ ガ ジ ン第73号 をお 届 け しま す。

■Google翻 訳 が10歳 に な りま した。

 3言 語 か ら始 ま っ た 対応 言 語 は103言 語 に拡 大 し、

数 百人 規 模 だ っ たユ ー ザ ー数 は 、数 百 万人 を超 え る ま

で に な りま した。そ ん なGoogle翻 訳 にま つ わ る10の

こ との紹 介 記 事 です 。

http:〃googlejapan.blogspot.jp/2016/04/google-10.ht

ml

■ ビ ジ ネ ス 向 け 翻 訳 ソフ ト 「YarakuZen(ヤ ラ ク ゼ

 ン)」 旅 館 向 けの 翻 訳 デ ー タセ ッ トが 追 加 可 能 に

 八 楽 は 、 ビ ジネ ス 向 けオ ン ライ ン翻 訳 ソ フ ト 「ヤ ラ

クゼ ン」 に お い て 使 用 す る こ とが で き る業 種 、 業 界 別

翻 訳 デ ー タセ ッ トの 販 売 を開 始 しま した。 その 第1弾

で は旅 館 向 けの デ ー タベ ー ス(旅 館 パ ッケ ー ジ)が 用

意 され て い ます 。

http:〃japan,cnet.com!release1301424911

http:〃internet.watch.impress.co.jp/docs/news/20160

422754668.htm1
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一
UTX 1.20β 仕 様 書(抜 粋)

課題調査委員会ワーキンググループ3

※ 以 下 はUTX 1.20β 仕 様 書 の 抜 粋 で あ り 、 一 部 の 項 目 、 表 、 例 が 省 略 さ れ て い ま す 。 正 式 な 仕 様 書 は

http:〃www.aamt.info/japanese/utx/か らダ ウン ロー ドで き ます 。

1.用 語 と定義

 このセクションでは、UTXに 関係す る重要な用語 と定義を説明する。

1.1.UTX用 語 集 の 種 類

 UTX用 語集 は 、特 定 の 専 門分 野 内 で の用 語 の集 合 で あ る。

 UTX用 語 集 は 、翻 訳 ソ フ トの 正 確 さ と流 暢 さ を向 上 す るた めの デ ー タ辞 書 と して使 用 で き る。 「ユ ー ザ ー 辞 書 」

とは ユ ー ザ ー に よ っ て作 成 され た辞 書 で あ り、「シス テ ム 辞 書 」と は 、MTシ ステ ム内 に組 み 込 まれ た 辞 書 で あ る。

 含 ま れ る 言語 数 の 点 で は 、単 一 言 語 、 二言 語 、 多言 語 のUTX用 語集 が 作 成 で き る。

 単 一 言語 用 語 集 は 、1つ の 言 語 の み の 用 語 を 含 む。 単 一 言 語 用 語 集 は 、用 語 チ ェ ックや 、表 現 ・技 術 用 語 の 変 化

形 を 統 一す る た め に使 用 で き る。

 二言 語 用 語 集 は、2つ の 言 語 の 用 語 を含 む 。UTX用 語集 は 、 多 くの 場 合 、 二 言 語 で あ る。 別 記 な い 限 り、 こ の

仕 様 書 で は 、UTX用 語 集 が 二 言 語 で あ る と仮 定 す る。

 多言 語 用 語 集 は 、3つ 以 上 の 言 語 の 用 語 を含 む 。

 注:UTX 1.11以 前 は 、 二 言 語 お よび 単 一 言 語 用 語 集 の み を認 め てい た。 UTX 1.20以 後 で 、 多 言 語 用 語 集 を作

成 で き る よ うに な っ た(「7多 言語 用 語 集 」 参 照)。

1.2.用 語

 用 語 とは 、起 点 言 語 あ る い は 目標 言 語 の 見 出 し語 で あ る。UTX用 語 集 内 の用 語 は 、 辞書 の 見 出 し語 の よ うな 単

語 の 基 本 形(レ ンマ)で あ る必 要 が あ る。 「8付 録A:UTXコ ンテ ン ツ ガ イ ドラ イ ン」 も参 照 。

1.3.項 目

 項 目とは、UTX用 語集内の、1つ 以上の言語の用語および追加情報から構成 される単位である。

 注:UTX用 語集がルールベース機械翻訳で使用される場合、「一語一義」の原則に従 う必要がある。すなわち、

1つ の用語は、その辞書の特定分野においてはただ1つ の意味(概 念)し か持たないということである。

1.4.ユ ー ザ ー ロ ー ル

 UTX用 語集 に は 、3つ の ユ ー ザ ー ロー ル が あ る。

 用 語 集 ユ ー ザ ー は 、用 語 集 を使 用 す る個 人 で あ る。 用 語 集 ユ ー ザ ー は 、 用語 集 の 分 野 の 知 識 と、UTXに つ い て

の 最 低 限 の 知 識 を持 つ。 用 語 集 ユ ー ザ ー は 、 コ メ ン トや 他 の 手 段 に よ り、 用 語 の 優 先 度 や 用 語 に 関 す るそ の 他 の
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事項についての意見を表明できる。

 用語提出者とは、用語集への新 しい追加項目を提案する個人である。用語提出者は、用語集の分野の知識を十

分に持ち、UTXの 基本的な知識を持つ必要がある。

 用語集管理者 とは、ある用語集に対 して責任を持つ個人である。用語集管理者は、用語集の分野の専門的知識

を持つ同時に、UTXに ついても深い知識を持つ必要がある。用語集管理者は、ある項目が用語集での適切な項目

として承認されるか、(必要なら)削 除されるべきかを決定する(参 照 「5.4.2approved(承 認)」)。また用語集管

理者は、各種の用語ステータスの割 り当てや変更ができる。

1.5.翻 訳 方 向

 あ る言 語 か ら別 の言 語 へ の翻 訳 の 方 向(「 翻 訳方 向 」)は 、一 方 向 、双 方 向 、 多 方 向 の いず れ か で あ る。 こ の情

報 は 、 「4.3.10directionalityプ ロパ テ ィー 」 で 指 定 で き る。

 一 方 向 用 語 集 は 、翻 訳 方 向 が 主 と して 起 点 言 語 か ら 目標 言語 へ の 一 方 向 とな る用 語 集 で あ る。

 例:一 方 向 二 言 語 日英UTX用 語 集

 主 な翻 訳 方 向:日 本 語 か ら英 語

 注:一 方 向用 語 集 内 の い くつ か の 用 語 をエ ク ス ポー トして逆 方 向 で使 用 で き る こ とが あ る。 この場 合 、起 点 言

語 が 目標 言 語 に な り、 目標 言 語 が 起 点 言 語 に な る。 反 対 の 翻訳 方 向 で使 うよ うに用 語集 を エ クス ポ ー トす る操 作

は 、逆 方 向エ ク ス ポー トと呼 ばれ る。

 双 方 向用 語 集 とは 、 二 方 向 の 翻 訳 で使 用 で き る よ うに 作 られ た 用 語集 で あ る。 一 方 の 言 語 の 用 語 は も う一 方 の

言 語 に翻 訳 で き 、 そ の逆 も可 能 で あ る。

 例:双 方 向多 言 語 の英 語 ・フ ラ ン ス語 ・ ドイ ツ語 用 語 集

 翻 訳 方 向:英 語 か ら フ ラ ン ス語 、 フ ラ ン ス語 か ら英 語 、 英 語 か ら ドイ ツ語 、 ドイ ツ 語 か ら英 語(し か しフ ラ ン

ス語 か ら ドイ ツ語 、 ドイ ツ語 か らフ ラ ン ス語 に は不 可)

 多 方 向用 語 集 とは 、任 意 の翻 訳 方 向 の翻 訳 で使 用 で き る よ うに作 られ た多 言 語 用 語 集 で あ る。

1.6.UTX対 応 ア プ リ ケ ー シ ョ ン とUTX変 換 ツ ー ル

 UTX対 応 ア プ リケー シ ョン とは 、用 語 集 をUTX形 式 で読 み 込 み 、 また は 書 き 出 しで き る ア プ リケ ー シ ョン で

あ る。 そ の よ うな ア プ リケ ー シ ョ ンの例 と して 、 翻訳 ソフ ト、用 語 集 ツ ール 、 お よびUTXエ デ ィ ター が あ る。

 UTX対 応 ア プ リケ ー シ ョンの うち 、 UTX変 換 ツー ル とは 、 UTX用 語 集 をそ の他 の フ ァイ ル 形 式 に 変換 し、 ま

た そ の他 の フ ァイ ル 形 式 をUTX用 語 集 に 変 換 す る ツー ル の 総 称 で あ る。

2.UTXフ ァ イ ル の 構 造

 UTXフ ァイ ル の フ ァイ ル 拡 張 子 は ゜.UtX°で あ る。

 UTXフ ァイ ル は 以 下 の 構 造 を持 っ 。

 ヘ ツ ダー

 ヘ ッダー は 、以 下 の要 素 か ら構 成 され る。

1. 用 語 集 プ ロパ テ ィー 。 「4.3用 語 集 プ ロパ テ ィー 」 を 参 照。

2. 用 語 集 詳 細(省 略 可能)。 「4.4用 語 集 詳 細 」 を参 照 。
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3. フ ィー ル ド定 義。 「4.5フ ィー ル ド定 義 」 を参 照 。

 本 文

 項 目か ら構 成 され る本 文(タ ブ 区切 りテ キ ス ト)。 「5フ ィール ド定義 と本 文」 を 参 照。

 以 下 の 図 は 、UTX用 語 集 の 構 造 を示 す 。 構 成 要 素 は後 節 で 詳 述 す る。

          l mx用麟                ・      ＼

          財 ヘツダ_

          }「 陥 爾 薫彰葺縣 羅藪 懸

          ほF三;璽難 妻響 講
          1麟`フ わ ルド鉦7な 禁 箪 フィール騰 即 嬬 総
          1                             げ

          1饒 総 藪薫繊  轟藤1醸翻霧
          臓    囎1    凝
          軽        灘鰯翻醐繍磁灘 灘聯 繍            ・謬

          騰  ≡≡l l
           四灘・   ・               一・                雛≡羅

                   図1:UTX用 語 集 の 構 造

2.1.文 宇 コ ー ド

 UTXフ ァイル の文 字 コー ドは 、 UTF-8(BOM付 き)で あ る。

 注:「BOMな し」 で あ っ たUTX 1.11か ら変 更 され て い る こ とに 注 意。 BOMは 、 Microsoft Windowsな どの

OSでUTF・8エ ン コー ドを識 別 す る た め に使 用 され る特 殊 文 字 で あ る。

2.2.行

 UTXフ ァイ ル で 使 用 され る改 行 コー ドは 、"¥r¥n"(CR+LF)で あ る。 改 行 コー ドは 、 行 の 終 端 を 表 す 特 殊 文

字 で あ る。 空行 は認 め られ な い。

2.3.行 コ メ ン ト

 #(シ ャー プ 記 号)で 始 ま るす べ て の行 は 、行 コメ ン トと して扱 われ る。

3.要 素 の 概 要

 以 下 は 、UTXの 要 素 の概 要 で あ る。

3.1.ヘ ッ ダ ー

3.1.1.必 須 の 用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー
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礁鷲疑藻辮 議、譲懸滋融灘懲 轟蟻1嬉灘轟 章1∴.難灘 鳶,内    :

 UTX vers(on             #UTX <version>            #UTX 1.20

3.1.2.省 略 可 能 の 用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー

灘懸 難灘繊翻 灘灘麟 鱗辮織灘撫畿 蜜灘 嚢轟譲三雛瀬 罷.,撚藩.r・
lanq!七 〇m!src!tgt(言 語 宣 言)  lang:〈 起 点 言 語 〉/〈 目 標 言 語 〉あ る い lang:en/ゴaあ るい は

                             は <term/src/tgt>:< 言 語 term:en/term:ゴaあ るい は

                             1>/<term/src/tgt>:<言 語2>_.  src:en/tgt:ja/tgt:fr

creation date              creation date: YYYY-MM-DD     creation date:

                                                            2015-04-10

                             creation date:               creation date:

                             YYYY-MM-DDThh:mm:ssTZD    2015-04-10T12:34:56Z

last modified date          last modified date:YYYY-MM-DD  last modified date:

                                                            2015-OS-10

                             1ast modified date:          last modified date:

                             YYYY-MM-DDThh:mm:ssTZD    2015-05-10T12:34:56Z

gloaaary ID          glossaryエD:<文 字 列>      glossaryエD:Brain

                                                            surgery

creator            creator:〈 文 字 列>        creator:Yamada Tarou

glossary administrator    glossary administrator:<文 字 列 glossary administrator:

                             >                           Yamada Hanako

copyright           copyright:〈 文 字 列 〉(〈年 〉)    copyright:.. (2013)

license            license:〈 文 字 列>        license:CC-by 4・O

directionality             directionality:              directionality: bi

                             <uni/bi/multi>

 sortable                     sortable: <true/false>         sortable: true

gloaaary version         glossary versiOn:〈 数 値>     glossary version:1.00

3.2.フ ィ ー ル ド(本 文)

議議難纒羅灘難懇懸灘灘1雛欝織:轍
t●rm/arc!tqt  term:<言 語>               src:en tgt:コa

                src:<言 語>tgt:〈 言 語 〉など         (cranium 頭 骨)
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part of spowch

concept ID

term atatua

gloaaary lD

noun/properNoun/verb/vt/vi/prenomina

l adゴective/adverb/sentence

<数 値>

blank/provisional/approved/non-stand

and/forbidden/reゴected/obsolete

〈文 字 列 〉

noun

45

approved

Brain surgery

3.3.最 もシ ンプル なUTXの 例

以下は、最小の必要情報を備 えた完全な ㎜ 用語集の例である。各要素は、以下の章で後述する。

#UTX 1.20

#term:en

Hest

term:ja

テ ス ト

4.ヘ ツ ダ ー

4.1.UTXヘ ッダー の構造

 UTXヘ ッダーは、「#」から始まる、用語集プロパティーおよびフィール ド定義の、少なくとも2つ の必須行か

ら成る。用語集の詳細を説明する目的で、2つ の必須行の間に、1行 以上のコメン トアウト行を追加できる。この

場合、2つ の 「#」文字を先頭に置 く。

 #〈用語集プロパティー〉  必須+省 略可能

 #〈追加の用語集プロパティー〉   省略可能

 (##〈用語集詳細〉省略可能)

 (#〈追加の用語集プロパティー〉  省略可能)

#〈フィール ド定義〉   必須

4.2.言 語 タ グ

 言 語 宣言(language declaration)を 含 むUTX用 語 集 の任 意 の 部 分 で 、 言語 を示 す た め にIETF BCP 47言 語

タ グ を使 用 す る。<http:〃www.w3.org/lnternationaUarticles/language・tags/Overview .en.php>を 参 照 。

言 語 タ グは 、 言 語 宣 言 以 外 に 、 あ る フ ィー ル ドが 特 定 の 言 語 に属 す る こ とを示 す た め に使 用 され る。 「5.3品 詞 フ

ィー ル ド」 を参 照。

 言諮 タ グの例

醐        翻 タグ 畷 蜷 勘 鮒 暁 艀 穫サブタグ鮒 いた舗 タグ

                     ........................._

中国謡(侮 体字、中華人民共和 zh     zh-CN       lzh-Hans           l

50



国)

中国語(繁 体字、台湾)

英語(ア メ リカ)

英語(イ ギ リス)

日本語

韓国語

zh

en

en

ゴa

ko

zh-TW

en-US

en-GB

ja-JP

ko-KR

zh-Hant

4.3.用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー

 用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー は2行 以 上 に わ た る こ とが あ る 。 追 加 の 行 は 、 「#」、 半 角 ス ペ ー ス に 続 け て 、 用 語 集 プ ロ パ

テ ィ ー を 記 載 す る 。

 用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー は 、 プ ロパ テ ィ ー 名 、 コ ロ ン 、 半 角 ス ペ ー ス 、 お よ び プ ロ パ テ ィ ー 値 か ら成 る。<プ ロ パ テ

ィ ー 名 〉:〈プ ロ パ テ ィー 値 〉

 注:UTXバ ー ジ ョ ン お よ び 言 語 宣 言 は 、 プ ロ パ テ ィ ー 値 の み で 示 さ れ る 。

 省 略 可 能 の 用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー を 含 む 用 語 集 プ ロ パ テ ィ ー

#UTX〈 バ ー ジ ョ ン 〉;<(起 点)言 語>1<(目 標)言 語1>(1<(目 標)言 語2>);<creation date>;<1ast modified

date>;〈glossary ID;〉;<creator>;<copyright>;d#<license>;<directionality>;<sortable>;<glossary version>;

<other optional properties>d

 注:「d」 記 号 は 改 行 を 意 味 す る 。

 二 言 語UTXフ ァ イ ル 用 の ヘ ッ ダ ー の 例

#UTX 1.20;lang:enlja;creation date:2012-04・15;copyright:AAMT(2012)

4.3.1.て 皿Kversionプ ロ パ テ ィ ー

 ヘ ッダ ー の最 初 の行 は用 語 集 プ ロパ テ ィー を含 む 。 これ は、UTXフ ァイ ル に 関 す る基 本 的 な 情 報 で あ り、各 項

目は セ ミ コ ロン と半 角 スペ ー ス に よ っ て 区切 られ る。UTX versionは 、唯 一 の 必 須 の 用 語 集 プ ロパ テ ィー で あ る。

 UTX versionは 、 「UTX」 お よび 半 角 スペ ー ス の後 に指 定す る。 バ ー ジ ョン番 号 は1.20と な る。

4.3.2.langプ ロ パ テ ィ ー(言 語 宣 言)

 langプ ロパ テ ィー(言 語 宣 言)は 、 用 語 集 に含 まれ る用 語 の 言 語 を示 す 。 二 言 語 用 語 集 の 言 語 宣 言 は 以 下 の形

式 で 指 定 す る。

lang:<起 点 言 語>1〈 目標 言語 〉

 各 言 語 の 役割 は 、term(中 立)、src(起 点言 語)、 お よびtgt(目 標 言 語)を 使 用 して 明 確 に す る こ とが で きる。

この 場 合 、 「Lang:」は 記 述 しな い 。

<term/src/tgt>:<言 語1>1<term/src/tgt>:<言 言吾2>… …

 注:言 語 宣 書 は 省 略 可 能 で あ る。 用 語 集 に 含 ま れ る 言 語 は 、term!src/tgtフ ィ ー ル ドで も 示 され る(「5.2

term!srcltgtフ ィー ル ド」 を参 照)。
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4.3.3.creation dateプ ロ パ テ ィ ー

 creation dateプ ロパ テ ィー は 、用 語 集 が 最 初 に 作 成 され た 日付(お よび 時 刻)を 示 す 。 ISO 8601形 式 を使 用

す る。

4.3.4.last modified dateプ ロ パ テ ィ ー

 last modified dateプ ロパ テ ィー は 、用 語 集 が 最 後 に 修 正 され た 日付(お よび 時 刻)を 示 す 。 ISO 8601形 式 を

使 用 す る。 現 地 時 間 は 、UTCに 時 差 を 追 記 す る こ とに よ り示 す こ とが で き る。

4.3.5.glossaryエDプ ロ パ テ ィ ー

 glossary IDプ ロパ テ ィ ー は 、用 語 集 に 対 して一 意 の識 別 子 と して使 用 され る テ キ ス ト文 字列 で あ る。 これ は 、

通 常 、用 語 集 の分 野 を表 す 、用 語 集 の 「名 前 」 で あ る。

 glossary IDプ ロパ テ ィー は 、用 語 集 が 単 一分 野 か らの用 語 を含 ん で い る場 合 に 限 り、使 用 され る。 用 語 集 が 複

数 の 分野 か らの用 語 を含 ん で い る場 合 は 、代 わ りに用 語 集ID「 フ ィー ル ド」 を使 用 す る必 要 が あ る。 「6.4用 語 集

ID(glossary ID)フ ィー ル ド」 を参 照 。

4.3.6.creatorプ ロ パ テ ィ ー

 creatorプ ロパ テ ィー は 、 用 語集 を作 成 した 人 の名 前 を示 す 。

4.3.7.glossary administratorプ ロ パ テ ィ ー

 glossary administratorプ ロパ テ ィー は 、 用 語 の 承認 の 責任 を 負 う個 人 の 名 前 を示 す 。

4.3.8.copyrightプ ロ パ テ ィ ー

 copyrightプ ロパ テ ィー は 、用 語 集 の コ ンテ ン ツ全 体 に 対 して 著 作 権 を持 つ 個 人 や 組 織 、お よび 著 作 権 が 効 果 を

現 した 年 を 示す 。

4.3.9.licenseプ ロ パ テ ィ ー

 licenseプ ロパ テ ィー は 、用 語 集 の使 用 許 諾 、 つ ま りユ ー ザ ー が こ の用 語 集 を どの よ うに 使 用 で き るか を示 す 。

使 用 許 諾 は 、 ク リエ イ テ ィブ コモ ン ズ、 パ ブ リ ック ドメイ ン 、 あ る いは そ の 他 の形 式 で指 定 で き る。 未 定 の場 合

は 、 「undetermined」 と指 定 で き る。

 例:hcense:undetermined

4.3.10.directionalityプ ロ パ テ ィ ー

 directionalityは 、 用 語 集 の 翻 訳 方 向 を示 す プ ロパ テ ィー で あ る(「1.5翻 訳 方 向 」 を 参 照)。 uniは 、用 語 集 の

項 目が1つ の翻 訳 方 向 で使 用 され る よ う意 図 され て い る こ とを示 す 。biは 、用 語 集 内 のす べ て の項 目が 、双 方 向

の 翻訳 で使 用 で き る こ とを示 す 。multiは 、用 語 ス テ ー タス で 許 可 され て い る範 囲 で 、用 語 集 内の す べ ての 項 目が 、

どの よ うな方 向 の翻 訳 で も使 用 で き る こ とを示 す 。 プ ロパ テ ィー 値multiは 、 多 言 語 用 語集 で の み 指 定 で き る。
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一言語用語集                    N!A

二言語用語集                   uniま たはbi

多言語用語集                  uni、 bi、 またはmulti

 注:UTX 1.11で は、翻訳方向性を示す 目的でbidirectiona1フ ラグが使用された。これは、 UTX 120で 多方向

の翻訳方向性が導入されたことに伴い使用されなくなった。

4.3.11.sortableプ ロ パ テ ィ ー

 sortableプ ロパ テ ィー は 、 い ず れ か の フ ィー ル ドを使 用 して 、用 語 集 の項 目を並 べ 替 え で き る こ とを示 す。 プ

ロパ テ ィー値 は プ ー ル 値(truelfalse)で あ る。 項 目の順 序 を維 持 す る には 、 この プ ロパ テ ィー 値 をfalseに 指 定

す る。

 注:た と え ば、sortableプ ロパ テ ィー に よ り、ユ ー ザ ー は 用語 集 に用 語 を追 加 した順 番 を 維 持 した うえ で 、 新

しい 用 語 を追 加 で き る。ま た 、この プ ロパ テ ィー を指 定 す る こ とで 、あ る項 目が コ メ ン トア ウ トされ た 場 合 で も、

用 語 集 内 で の そ の 項 目の位 置 を維 持 で き る。

4.3.12.glossary versionプ ロ パ テ ィ ー

 glossary versionプ ロパ テ ィー は 、 用 語 集 の バ ー ジ ョ ンを示 す 。 これ に よ り、修 正 の 進 行 状 況 を記 録 で き る。

UTX形 式 の バ ー ジ ョン と混 同 しな い よ うに 注 意 す る こ と。

4.4.用 語集 詳細

 用語集詳細は、用語集の詳細情報、追加の法的通知、および免責条項などの情報提供を行 う、1行 以上のテキス

ト行である。用語集詳細の先頭には 「##」を置 く。

 例

 ##用 語集の詳細情報をここに追加できる。

4.5.フ ィ ー ル ド定 義

 UTXヘ ッダー の最 後 の行 は 、"#"で 始 ま り、一 連 の フ ィー ル ド定 義(あ るい は列 定 義)を 含 む。 フ ィー ル ド定 義

と本 文 は密 接 に 関連 す る た め 、詳 細 は 「5フ ィー ル ド定 義 と本 文 」 で 説 明 す る。

5.フ ィール ド定 義 と本文

 UTX用 語集の本文は、1行1項 目の集合から構成 される。行内では、要素(表 計算での 「セル」)は タブ文字に

よって区切られる。

5.1.フ ィ ー ル ドの た め の 言 語 タ グ

 言 語 固 有 の フ ィー ル ドは 、 言 語 タ グに よっ て 示 され る。 言 語 タ グの コ ロン の後 に は ス ペ ー ス を入 れ な い。

53



 例

欝語固有のフィール ド

英語の用語(起 点言語)

日本謡の用語(目 標言語)

日本語の用語ステータス(目 標言語)

中国諾(簡 体字)用 語(目 標言語)

中国語(簡 体宇)用 語ステータス(目 標言語)

日本語の用語に関するコメント(日 本語の項目のため

のユーザー定義フィール ド)

馨翻 法

#src:en

tgt:ja

term statUS;ゴa

tgt:zh-CN

term status:zh-CN

comment:ゴa

 注:「comment」 の よ うな ユ ー ザ ー 定 義 フ ィー ル ドが 項 目全 体 に 関 わ る場 合 は 、言 語 タ グ を必 要 と しな い。 しか

し、 特 定 の言 語 の用 語 に 関係 す る ユ ー ザ ー 定 義 フ ィー ル ドは 、 言語 固 有 の フ ィー ル ドを必 要 とす る こ とが あ る。

た と えば 、 日本 語 の 訳 語 の み に 関す る コメ ン トが あ る 場合 、Commentフ ィール ドで は な くComment:jaと す る。

 UTXをTBXに 変 換 す る場 合 、 言 語 タ グ を持 つ フ ィー ル ドは 「用 語 」 レベ ル と して扱 われ る。 言 語 タ グ の な い

フ ィー ル ドは 、(概 念IDを 除 い て)「 項 目」 レベ ル と して 扱 わ れ る。 これ らの レベ ル の 詳 細 につ い て は 、 TBX仕

様 を 参 照 の こ と。http:〃www.ttt.org/oscarstandards/tbx/

5.2. term!SrC!tgtフ ィ ー ノレ ド

 用 語 の フ ィー ル ドを示 す た め に、term、 src、 あ る い はtgtフ ィー ル ドを 使 用 す る。 これ らの フ ィー ル ドの 言 語

は言 語 タ グ に よ っ て示 され る。 これ らの フ ィー ル ドは 用 語 集 の 言 語 宣 言 と一 致 す る必 要 が あ る。

 termフ ィ ール ドは 、一 言 語 用 語 集 や 、起 点 言 語 と 目標 言 語 の役 割 を 区別 しな くて よ い場 合 に使 用 す る。

 srcフ ィ ー ル ドは 、1つ 以上 の起 点 言 語 を指 定 す る 場合 に使 用 す る。

 tgtフ ィー ル ドは、1つ 以 上 の 目標 言 語 を指 定 す る場 合 に使 用 す る。

 例 に つ い て は 、 以 下 の 表 を 参 照。 コ ロン の後 に 半 角 ス ペ ー ス は 入 れ な い 。

 用 語 ス テ ー タス は 「6.11行 用語 ス テ ー タ ス と言 語 ご と用 語 ス テ ー タ ス」 で 詳 しく説 明 して い る。

 例:用 語 集 の種 類 と翻 訳 方 向の 表 記 法

麟 蝉 熱囎騰麟嚥慧欝蟻灘緊 ㌶編i蒸
一言語     te「m:en       英語がこの用語集で使われる唯一の言語である。

二言語     s「c:en tgt:ゴa    起点言語が英語で、目標言語が日本語である。       ;

二言語      te「m:en te「m:ゴa   起点/目 標の区別が不要の場合。

5.3.品 詞 フ ィ ー ル ド

5.3.1.品 詞 フ ィール ドとそ の フ ィー ル ド値
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 品詞フィール ドは品詞を示す。このフィール ドが言語タグを伴わずposの みである場合、品詞は用語集内のす

べての言語の用語に適用 されると仮定される。さらに、pos:〈言語タグ〉の形式で、特定の言語の品詞を示すこと

もできる(コ ロンの後にスペースを入れない)。 品詞は省略可能である(UTX 1.11か らの変更点)。

㎜ では、以下の品詞 フィール ド値が定義されている。

踊 η騰灘  饗
,瀧 講 鞘 灘.鱒 、織 露 擁 籟 惣

noun                          名詞

proparNoun

vorb

Vセ

固有名詞

動詞

他動詞

Vi

adjective

P=o鳥o皿i駆 邑ユ

自動詞

形容詞

名詞前置修飾詞

adverb                         副詞

a●ntence                         文

 名詞前置修飾詞は、形容詞に似ているが扱いが異なる。たとえば、日本語の連体詞は、名詞前置修飾詞である。

いくつかのMTシ ステムでは、形容詞ではなくこの品詞を使用する必要がある。

 adverbは 副詞を指定する。副詞句 も含まれる。

5.3.2.sentenceと 特 殊 文 宇

 sentenceフ ィー ル ド値 は 、「用 語 」が 文 で あ る こ とを 示 す 特 別 の フ ィー ル ド値 で あ る。 sentenceは 、た と えば 、

文 と して 現 れ るユ ー ザ ー イ ン ター フ ェイ ス の メ ッセ ー ジに 使 用 す る。UTX用 語 集 を 特 定 シ ス テ ム のた め にエ クス

ポ ー トす る場 合 で 、 そ の シス テ ムにTMX形 式 を使 用 す る手 段 が な い と きは 、 sentence項 目を名 詞 と して 扱 うこ

とが で き る。

 sentence項 目で は 、 い くつ か の特 殊 文字 を使 用 で き る。 これ らはsentence項 目で のみ 使 用 され る。

欝[灘 難
、欝驚 添 鎖 編 、_磯,∴

タブ文字                    ¥t

改行文字                     Yn

リテラルエスケープ文字(バ ックスラッシュ(円 記号) ¥¥

そのものを表す場合)

5.4.用 語 ス テー タス フ ィール ド
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 用 語 ス テ ー タ ス は 、 空 白、provisional、 approved、 non-standard、 forbidden、 rejected、 あ る い はobsolete

の7つ の 用 語 ス テ ー タ ス の うち の一 っ を示 す フ ィー ル ドで あ る。

 用 語 集 管 理 者 お よび そ の 代 理 者 の み が 、 用 語 ス テ ー タス の 値 を変 更 で き る。

 注:用 語 集 に用 語 ス テ ー タス フ ィー ル ドが な い 場 合 、 す べ て の 項 目は 承認 済 み(approved)と み な され る。

 同 義 語 とは 、 同 じ概 念(ま た は 意 味)を 持 っ 用 語 で あ る。 用 語 ス テ ー タス は 、 同 義 語 や 異 表 記 の 異 な る ステ ー

タス を示 す た めに 使 用 で き る。 詳細 は 、 「6.3概 念IDと 用 語 ス テー タ ス」 を参 照 の こ と。

5.4.1.provisional(暫 定)

 用 語 ス テ ー タス 「provisional(暫 定)」 は 、用 語 提 出者 に よ りそ の項 目が提 案 され たが 、用 語 集 管 理 者 に よ っ て

ま だ 承認 され て い な い こ とを意 味す る。 暫 定 ステ ー タ スは 一 時 的 な もの で あ り、 用語 管理 者 は 、 「承 認 」 な どの 用

語 ス テ ー タス をす み や か に 決定 す る必 要 が あ る。

 注:用 語集 管理 者 は 、 そ の用 語 を用 語 集 か ら除 外(削 除)す るか 、別 の用 語 集 に移 動 す る こ とも で き る。

5.4.2.approved(承 認)

 用 語 ステ ー タ ス 「approved(承 認)」 は 、そ の項 目が 特 定 用 語集(分 野)に 属 す る こ とが用 語 集 管理 者 に よ り承

認 済 み で あ る こ とを示 す。 承認 ス テ ー タス は 、 文 脈 が 適 切 な 場 合 は 、 そ の 用 語(訳 語)を 最 優 先 で使 用 す る必 要

が あ る こ と を示 す 。 用 語 に 複 数 の 同 義 語 や 異 表 記 が あ る場 合(た と えば"plug・in"と"plugin")
、 これ らの うち の 一

つ の み を承 認 ス テ ー タス とす る 必 要 が あ る。

 承 認 語 は 別 の 承 認 語 とペ ア に な る。 複 数項 目で あ っ て も 品詞 が 異 な る場 合 は 、 異 な る用 語 とみ な され る。 た と

えば 、"plot"と い う語 に は名 詞 と動 詞 が あ る た め 、 それ ぞれ に 承認 ス テ ー タ ス を付 け られ る。

5.4.3.空 白 用 語 ス テ ー タ ス

 用 語 ス テー タ スが 空 白の 場 合 、承 認 と同 じとみ な され る(UTX 1。11か らの 変 更 点)。 非標 準 、 禁 止 、 却 下 、 お

よび 廃 止 用 語(後 述)と ペ ア に な る用 語 の 用 語 ス テー タ ス が 、 空 白 とな って い る場 合 、暗 黙 の 承 認 ス テ ー タ ス を

意 味 す る。

5.4.4.non・standard(非 標 準)

 non・standard(非 標 準)用 語 ス テ ー タ ス は 、一 群 の 同義 語 や 異 表 記 の 中 で 、優 先度 が低 い用 語 を 示 す 。

 非標 準訳 語 の 例:

 下 記 の例 で は 、"plug-in"が"plugin"よ り優 先 され る。

#src:ja

蘇海 、瞬 、 糠 一,

プラグイン

tgt:en

雛 、

plugin

term StatUS:ja term status:en

伽. 嚇'蒙F

顧 蕪馨

non-standard

5.4.5.forbidden(禁 止)

 forbidden(禁 止)用 語 ステ ー タ ス は、 そ の 用 語(訳 語)が 使 用 され て は な らな い こ と を示 す 。 用 語 が 禁止 され
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るの は 、 訳 と して 不 適 切 とい うだ け で な く、 最 終 結 果 の文 書 の 文脈 で そ の 語 が 使 わ れ る こ とが不 適 切 とみ な され

るか らで あ る。

 禁 止語 は 、 非標 準 語 と異 な り、 訳 語候 補 と して示 され て は な らな い。

 注:UTX 1.11ま で は 、訳 語 の み を禁 止 と示す こ とが で きた。 UTX 1.20で は 、(原 語 を含 め)任 意 の 用 語 を禁 止

で き る。

5.4.6.rejected(却 下)

 rejected(却 下)用 語 ス テ ー タ ス は 、 そ の 用 語 を特 定 の用 語 集 に 含 め る べ きで は な い こ とを 示 す 。 却 下 語 は 、

UTX変 換 ツ ール お よびUTX対 応 ア プ リケ ー シ ョンか らは無 視 され る。 却 下 語 は 、記 録 のた め に用 語 集 に 維 持 す

るか 、別 の リス トへ 移 動 す るか 、 後 で 削 除す る こ とが で き る。

5.4.7.obsolete(廃 止)

 obsolete(廃 止)用 語 ス テ ー タス は 、そ の 用 語(訳 語)が 、以 前 は使 用 され て い た が 、現 在 は使 用 しては な らな

い こ とを 示 す。

5.5.ユ ー ザ ー 定 義 フ ィ ー ル ド

 UTX用 語 集 に は 、 任 意 の 数 の ユ ー ザ ー 定 義 フ ィー ル ドお よび そ れ らの フ ィー ル ド項 目 を追加 で きる。

 言 語 固 有 の フ ィー ル ドに つ い ては 、 そ の 言 語 を 示 す た め に 言 語 フ ィー ル ドを使 用 す る。

 ユ ー ザ ー 定 義 フ ィー ル ド:〈言 語 タ グ〉(コ ロ ン の後 に スペ ー ス を入 れ な い)

 例

 x-termUsage:en
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                協会活動報 告

              (2016年2月 ～2016年4月)

機械翻訳課題調査委員会

  2016年2月19日(金)(2015年 度 第11回)

     ① 前回委員会の議事録の確認

     ②WG検 討

      (WG1,2)

      ・中 日テス トセ ッ ト評価について

      ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会評価部会 との連携について

      ・言語処理学会の発表 について

      ・その他

     (WG3)

      ・UTX 1.20とTBXと の互換性

        UTX・TBX変 換仕様 書を作成する 目的 として何を変換対象 としたいのか を明

       確 にす る必要がある。

      ・その他山本委員 より

        ・学会発表予定2件:

          3/10NLP2016言 語処理学会年次大会 於:東 北大学

          3124情 報処理学会1ド キュメン トコミュニケーシ ョン研究会

            第101回 研究会 於:東 工大

       ・ISOITC37国 内委員会で、 UTXを 使 ってISOITC37用 語集の 日本語訳 を付 け

        ることを提案。 コペンハーゲン国際会議で議題 として取 り上げ られ る可能性

        あ り。

      ・見学者紹介

        日立オー トモティブシステムズよ り2人 参加。

      ・宿題

2016年3月18日(金)(2015年 度 第12回)

 ① 前回委員会の議事録の確認

 ②WG検 討

  (WG 1,2)

   ・言語処理学会発表の報告

   ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会評価部会のテス トセ ッ ト評価の報告について

   ・翻訳フェアの企画について
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  ・その他

 (WG3)

  ・言語処理学会発表の報告

    山本委員がNLP2016仙 台で発表 した報告を行った。

  ・UTX 1.20正 式版 リリースに向けての調整

    修正事項の確認 と議論を行った。

  ・ISOITC37コ ペンハーゲン会議

    山本委員がISOITC37コ ペ ンハーゲン会議で、 日本か ら国内委員会に、「既存

    のi・term用 語集か ら重要な300語 のTC37用 語を選定 し、各国委員会が各国

    語での既 定訳語 を定める」こ とを提案。実施 について5月 のWGま でに検討

    し決定する。

  ・その他

  ・宿題

    UTX変 換 ツール で、 UTXの 言語 タグが小文字でない とエラーになる件の調査。

    (秋元委員)

③ 全体会議

  ・各WGの 検討事項共有

  ・言語処理学会の発表報告

  ・委員の交代について

  ・MT Summitの 準備

  ・その他

2016年4月15日(金)(2016年 度 第1回)

 ① 前回委員会の議事録 の確認

 ② WG検 討

   (WG 1,2)

   ・AAMTIJapioテ ス トセ ッ トの レビュー

     テス トセ ッ ト最終版の レビュー。特許パテン トファミリーか らテス トセ ッ ト原

    文を抽出 し、著作権について確認す ることとした。

   ・翻訳フェアの企画 について

     時間割 を決定。講演会講演者候補 、招待後援の講演者候補 を選定 した。

   ・MT Summit

     各コ ミッティメンバーの確認 、およびスポンサー候補の列挙を行 った。

   (WG3)

    ・第101回 ドキュメン トコミュニケーシ ョン研究会晴 報処理学会)における発表に

    関 して報告があった。

    ・UTX変 換 ツールの開発 に関 して進捗報告があった。
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・UTX 1 .20とTBXと の互 換性 につ い て議論 した。

・ISO国 内 ・各 国委員 会へ の提 案 を説 明 した
。

③ 全体会議

  ・見学者の紹介

  ・各WGの 検討事項共有

  ・AAMT翻 訳 フェアの準備 について

  ・MT Summit2017の 準備 について

  ・その他

・イ ンターネ ッ トWG

    以下の活動をオンライ ンで実施 した。

    ① 総会 ・AAMT機 械翻訳フェアに向けての情報掲載の準備

    ②AAMTジ ャーナル 目次や法人会員情報等の通年 コンテンツの掲載 ・更新

    ③UTXやAMTA等 の協会関連情報の掲載

    ④ 会員専用ページコンテンツの更新体制の立ち上げ

    ⑤ 来年開催のMT Summitの ホームページ運用体制の検討

    ⑥ 旧ページか ら新ページへの移行作業の残務処理

編 集 委 員会

2016年3月15日(2015年 度 第3回)

    ① AAMT Journal No.62の 執 筆依 頼計 画 につ いて
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AAMTIJapio特 許翻訳研究会

2016年3月11日(金)(2016年 度 第7回)

    ① 議事録の確認

    ② 奈 良先端科学技術大学院大学、ニュー ビック先生

      「ニューラル機械翻訳(仮)」 講演 ご発表

    ③27年 度AAMT!Japio特 許翻訳研究会報告書

    ④ その他

    ⑤ 次回の開催 について

      ・ 開催の 日時(場 所)2016年5月13日 、金曜 日 決定

      ・ 予定

      ・ 主な議題

61



一
  AAMTジ ャーナル編集委員会委員長

筑波大学 システム情報系 知能機能工学域

            宇津呂 武仁

AAMTジ ャ ー ナ ル62号 をお 送 り します。

今号の巻頭言は、AAMT副 会長の飯田仁先生より,御 寄稿を頂きま した。

AAMTが 設 立 され て今 年 で25周 年 に な ります 。 そ こで 、 今 号 で は 、 AAMT設 立25周 年 を 祝 して 、 AAMT初 代 会

長 の 長尾 真 先 生 に 、 「AAMT設 立 ま での こ と」 と題 しま した記 念 寄 稿 を頂 き ま した。 ま た 、長 尾 先 生 か らの御 寄

稿 に は 、 記念 寄稿 と と もに 、AAMT設 立25周 年 を記 念 した 書 も併せ て掲 載 させ て い た だ き ま した。

また、理事の坂本義行先生からは、機械翻訳の歴史に関する貴重な御寄稿の第七弾を頂きました。

今 年2016年 、 お よび 、 来 年2017年 は、 自然 言 語 処 理 分 野 、 機 械 翻 訳 分 野 、 ロー カ ライ ゼ ー シ ョン分 野 等 、翻 訳

に 関係 す る学 術 ・産 業 分 野 の 代 表 的 国 際 会 議 ・イ ベ ン トが 、 相 次 い で 日本 で 開 催 され る年 で あ ります 。

まず 、今 号 が 会 員 の 皆様 のお 手 元 に届 く時 期 に先 立 ち ま して 、4月13-15日 には 、 ロー カ ライ ゼー シ ョ ンの 代表 的

国 際 イ ベ ン トLowWorld 30 Tokyoが 東 京 に お い て 開催 され ま した 。 本 イ ベ ン トは 、 今 年 が 初 め て の 日本 開 催 にな

ります 。 そ こで 、機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会 ・AAMTジ ャー ナル 編 集 委員 会 の 目次 由美 子様 よ り、 同 イ ベ ン トの 参

加 報 告 を御 寄 稿 頂 きま した。

一 方
、今 年2016年12月 には 、 計 算言 語 学 国際 会 議(COLING)が 、大 阪 で 開 催 され ます(日 本 開 催 は22年 ぶ り)。そ

こで 、Local Chairの 情 報 通 信 研 究 機 構 隅 田英 一 郎 先 生 に 、会 議 開催 案 内 を御 寄稿 頂 きま した。 ま た 、 来年 、2017

年9月 に は 、第16回MTサ ミッ トが 、名 古屋 で 開催 され ま す(日 本 開催 は24年 ぶ り)。現 在 、 AAMTを 中心 と して

そ の 準備 が進 め られ て い る とこ ろ で ご ざ い ます の で 、AAMT会 長 、名 古屋 大学 中岩 浩 巳先 生 よ り、会 議 開 催 案 内

を御 寄 稿 頂 き ま した。

また、AAMTジ ャーナル編集委員であり、日本翻訳ジャーナル編集長の河野弘毅様からは、 『グローバル ・コミ

ュニケーション計画」の取組状況』に関 して、総務省情報通信国際戦略局 技術政策課 研究推進室長 荻原直彦氏

へのインタビュー内容を御寄稿頂きました。

そ の他 、前 掲 、機 械 翻訳 課 題 調 査 委 員 会 ・AAMTジ ャ ー ナ ル 編 集 委 員 会 の 目次 由美 子 様 か らは 、3月24日 に 東 工

大 に お い て 開催 され ま した 、情 報 処理 学 会 第122回 情 報 基 礎 とア クセ ス 技術 研 究 会 ・第101回 ドキ ュ メ ン トコ

ミ ュニ ケー シ ョン研 究会 合 同研 究会(テ ー マ 『 「多 言 語 ドキ ュ メ ン トと情 報 技 術 」 お よび 一般 』)の 参 加 報 告 を御 寄

稿 頂 き ま した。
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ま た 、製 品 ・サ ー ビス紹 介 と して 、東 芝 イ ン ダ ス トリアルICTソ リュ ー シ ョン 社 の ス マ ー トフ ォ ン 向 け音 声翻 訳

ア プ リ 『RECAIUS?「 音 声 トラ ン ス レー タ 」』 、お よび 、 日中 韓 辞 典 研 究 所(CJKI)の 「多 言語 翻 訳 を 支 え る

大 規模 な 辞 書 デ ー タベ ー ス 」 をそ れ ぞ れ 掲 載 しま した 。

AAMT内 の活 動 報 告 と して 、機 械 翻訳 課題 調 査 委員 会 か ら、 「UTX 1.20 Q仕 様 書(抜 粋)」 、お よび 、 「AAMT

フォ ー ラム メー ル マ ガ ジ ンバ ックナ ンバ ー 」 を掲 載 い た しま した 。

そ の 他 、 「AAMT会 員 の ひ ろ ば 」 の 企 画 に お き ま して は 、 法 人 会 員1件 の 紹 介 文 を掲 載 しま した。
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AAMT
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.. 入 会 の ご案 内

 AAMTは 、機械 翻訳 の発展 を 目的 として、機械翻訳 の研 究者 、開発者 、製造者 、利用者 が集 まった

任意 の組織 です。委員 会に よる定期的 な調査研 究をは じめ、機 関誌 の発行 、シ ンポジ ウム、セ ミナ ー

等各イベ ン トの開催 な ど幅広 く活動 を行 ってい ます。

機械翻訳 にご関心のあ るすべての方に ご入会 をお勧 め します。

                **AAMT会 員 の 特 典**

1.AAMT Journalの 購読 がで きます。

会員には、機 関誌 であるAAMT Journal (年2～3回 発刊予定)が 送付 され ます。 購読料は年会費 に

含まれ ています。

2.機 械翻訳関連の最 新情 報 をメールで お届 け

会員 専用 メー リング リス トで、最新 の機会翻訳 関連の情報 をお届 け します。

MT新 製品 、新サー ビスの紹介、国際会議 、シンポジ ウムのお知 らせ 、 WEBで のMT関 連 記事の紹介

な ど盛 りだ くさんです。

3.AAMTが 組織 す る委員会や調査活 動に参加 し、機械翻訳 や翻 訳に関心の ある方 との交流 を深 め、

知見 を広め ることがで きます。

機械翻訳 に関す る言語資料の調 査、広報、標 準化活動に参加 した り、AAMT Journalや 会員専用 メー

リング リス トで、 自社製 品、サー ビスの紹介を行 うことがで きます。

4.関 連機関の主催す る国際会議 に参加 できます。

IAMTの 主催 で隔年 開催 され るMT Summitを は じめ、 AAMT、 AMTA* 、 EAMT**の 主催 す る会議や

ワー クシ ョップに参加 できます。

AMTA* :Association for Machine Translation in the Americas

EAMT** :European Association fbr Machine Translation
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ご関心のあ る方は、事 務局まで お問 い合わせ ください。

アジア太 平洋機械翻訳協 会(AAMT)

ホー ムペー ジ:http:〃www.aamt.info

電子 メール:aamt・inf aamt.info



    Asia-Pacific Association for Machine Translation

以下 の通 り、 ア ジア太 平洋機 械 翻訳 協会 の会 員 申 し込み を致 します 。

                   申込 日 20  年

AAMT

入会申込書

月 日

氏名(ロ ーマ字)

氏名(漢 字)

電話番号

メールア ドレス

所属先

所属先住所

種別

機械翻訳に関す るお知らせメールの配信

〒

ユーザ 研究開発者 その他

希望する 希望 しない

コ メ ン ト
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